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千葉県のカゲロウ類

一一チェックリスト，記相および検索一一

石綿進一

神奈川県環境科学センター

千254 0014 神奈川県平塚市内之宮 1 3 39 

要 旨 日本産カゲロウ目の各ステージ，各分類群（科，属および稲）における形態的な特徴を総説し，千葉

県内に産するカゲロウ自のリストと採集記録をとりまとめた．その結果， 12 科 28 属 37 極のカゲロウが記録

された．このうち l 科 7 属 15 種が千葉県初記録であった．また，成虫の胸部形態や各種形質を検討し，新た

に得られた知見についても報告した．さらに，今凶の検討結果を踏まえて，日本産カゲロウ自の亜属までの検

索表ならびに千葉県産カゲロウ自の種までの検索表を作成した．
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はじめに

千葉県のカゲロウ類に関しては，内田 (1986）が房

総丘陵の水生昆虫群集の概要を把復するために，多く

の水系で調査し， 17 種のカゲロウ目の種名を明らか

にした．内田 (1986）では，これまでの千葉県内で行わ

れた報告を概観しているが，過去の記録のもとになっ

た標本の検討が行われなかったため，それまでの結果

の再検討は十分でなかった．その後，千葉県内にお

ける水域の生物調査は，倉西 (1993, 1994, 1997), 

小林・倉西 (1994），宮野ほか (1994），大木・倉西

(1994），占部ほか（ 1994）によって実施されてきたが，

水生見虫類に関しては，内田（1986）を含め，これらの

報告のほとんどが幼虫を扱っているため，同定上の問

題が多いのが実状である．このため，この間，わずか

に 2 種のカゲロウの分布が新たに記録されたにすぎ

ない．これらの報告の中には未記載種あるいは不確定

種（ここでは記載が不十分で同定できないカゲロウを

指す）など記号で整理されたもの，あるいは属レベル

で同定を止めているものなど種名の判明していないカ

ゲロウが含まれており，分類学上の検討課題となって

し、 fこ．

一般に，昆虫類の同定は成虫に基づく方が容易であ

り，カゲロウに関してもこのことは例外ではない し

かし，これまでの河川底生動物相の調査が，主に水質

評価の目的で実施されてきたため，幼虫の同定結果に

よる報告が多いのが現状である．これまでの報告は多

くの場合，御勢 (1962, 1985）の幼虫検索に基つ‘いてい

る． しかし，これらは近縁種聞の検索において一部に

不正確な記述があり，誤った同定結果に帰結される場

合が少なくない．いっぽう，成虫分類に関しては御勢

(1979a, 1979b, 1979c, 1979d, l 979e, 1980a, 1980b, 

1980c, 1980d, l 980e, l 980f)，平嶋ほか（ 1989）の検

索表が参考になるが，これらには不明確な部分も多

く，幼虫の検索同様，誤同定される場合がある．

近年，生態系あるいは生物多様性を保全する観点、か

ら，水域に生息する生物の種のリストの作成や各種の

生態調査などが行われるようになってきた． しかし，

信頼性の高いデータを得るためには，これらの調査の

礎として引用すべき文献の抱えている前述のような問

題点を解決する必要がある．

カゲロウ自の分類上の形質として従来から使用され

てきた交尾器，題脈などに加えて，卵の外部形態や胸

部の特徴が科あるいは属の特徴として有用であること

から（Klug巴， 1988, Kluge, 1994; Kluge et al., 1995; 

Koss, 1968; Koss and Edmunds, 197 4），著者は，カ

ゲロウ目におけるこれらの特徴に着目して，卯の表面

構造や成虫の胸部の形態を精査し，日本産カゲロウ目

の分類に新たな知見を加えてきた Cishiwata, 1996; 

石綿， 2000a; Ishiwata et al., 2000）.また，松村松年

が記載したカゲロウ自の再検討を含めた，日本産カゲ

ロウ目の分類上の見直しが行われている (lshiwata,

2001）.本報では，これらの知見に基づ、いて，日本産カ

ゲロウ目の各ステージ，各分類群における形態的な特

徴を総説し，千葉県内に産するカゲロウ目のより信頼

性の高いリストと採集記録をとりまとめた．また，成

虫の胸部形態や各種形質ついて検討し，今回新たに得

られた新知見についても報告した．さらに，これらの

検討結果を踏まえて，日本産カゲロウ目の亜属までの

検索表ならびに千葉県産カゲロウ目の種までの検索表

を作成した．
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日本産カゲロウ目の科および属（亜属）の検索

日本産のカゲロウ目すべてを対象にした科，属およ

び亜属の検索表を以下に示す．なお，属から種の検索

については，千葉県内でこれまで記録されたカゲロウ

目を対象とし，各属の項に記述した．本検索表は，主

に Edmunds and Waltz (1996）に準拠し，以下の論文

を参考に作成した．ここで，新たに検索キ として用

いた形質については，記相の項の分類群ごとに説明を

加えた．なお，各科や属の特徴については，改めて引

用しない限りは，基本的に以下の文献を参照した．

カゲロウ目全般： Edmunds and Waltz (1996), 

Edmunds et al. ( 1976), Engblom ( 1996），御勢（ 1962,

1979a, 1979b, 1979c, 1979d, 1979e, 1980a, 1980b, 

1980c, 1980d, l 980e, l 980f, 1985），平嶋ほか（ 1989),

Kluge (1997），今西（1940), Tshernova et al. ( 1986); 

トビイロカゲロウ科. p巴ters and Edmunds (1970), 

カワカゲロウ科： Bae and McCafferty (1991 ）；シロイ

ロカゲロウ科： lshiwata (1996）；マダラカゲロウ科：

Allen (1971), Edmunds (1959），石綿 (1987）；ヒメフタ

オカゲロウ f4，ガガンボカゲロウ科，フタオカゲロウ

科： Kluge et al. (1995）；，コカゲロウ科： Kluge (1994), 

小林 (1987), Waltz et al. (1994）；チラカゲロウ科：

Kondratieff and Voshell (1984）；ヒラタカゲロウ干ヰ：

Kluge (1988) 

また，本稿に用いたカゲ‘ロウ目に関する形態的な特

徴を表す用語は御勢（1979a, 1979b, 1985）を参考に

した．これ以外（主に胸部形態の用語）は Kluge

(1994), Kluge et al. (1995), Tsui and Pet巴rs (1972), 

を参考にした．本文中に用いた胸部のそれぞれの特徴

については以下の省略形を用いた．

BS! (basisternum of pro-sternum）：前胸骨基腹板，

BS2 (basisternum of mesa-sternum）：中胸骨基腹板，

FP (furcal pit of pro-sternum）：前胸骨文甲腹板穴，

FS1 (furca-sternum of pro-sternum）：前胸骨文甲腹

板， FS2 (furca-sternum of mesa-sternum）：中胸骨文

甲腹板， LPs (lateroparapsidal suture）：中胸側平行縫

合線， MLs (m巴dian longitudinal suture）：背中線，

MNs (mesonotal suture）：中胸横縫合線， MPs (med・

ioparapsidal suture）：中胸縦平行縫合線， PAB (venｭ

tral arcs of prealar bridge）：中胸前腹板隆起（前II夏

板）， Ps: paracoxal suture：基節側縫合線．

1. 日本産カゲロウ自の科および属（亜属）の検索表

（成虫）

la 前麹の縦脈は少ない（縦脈は Rl より下に 3 4 

本）．雄の中肢は前肢の約 1.5 倍．…

・・Oligoneuriidae ヒトリガ

カゲロウ f4 Oligoneuriella ヒトリガカゲロウ属
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lb 前麹の麹脈は上記のようでなく，縦脈も多い．

後麹はあるか，あるいはない．雄の前肢は中・

後肢より長い（ 1.5 倍以上）．…...・H・－－……… 2

2a 前麹の MP2 は基部近くで大きく湾曲し（CuA

に接することも多L、），その後基部で MPl に接

近あるいは接するか（Fig.2M），あるいは MP2

は基部近くで CuA に癒合しその後 CuA が湾

曲し基部で MPl に接近あるいは楼する（Fig. 2 

H, P）.後麹の MA は分岐しない．………… 3

2b 前麹の MP2 および CuA は上記のように基部

近くで大きく湾曲しない．後麹の MA はいろ

いろ . …・・・・・・・・・・・…・・・…・・・ー・・・・・・・・・・…・・・…・・・・ 5 

3a 雄の中・後肢，雌のすべての肢は萎縮し，機能

的でない．

…・・・・… ···Polym1tarcyidae シロ

イロカゲロウ科 Ephoron シロイロカゲロウ属

3b 雌雄とも全ての肢はよく発達し，機能的であ

る …・・……・・…・・・・…－…・・・…－ －・・・・・・・…一…… 4 

4a 前麹の Al は縁近くで分岐せず， A l から縁に

3 本以上の趨脈が直接走る（Fig. 2M）.一

・ ・・…Ephemeridae

モンカゲロウ科 Ephemera モンカゲロウ属

4b 前麹の Al は縁近くで分岐する（Fig. 2H）.・

・· • ｷ Potaman thidae カワカ

ゲロウ科 Potamanthus カワカゲロウ属……16

5a 前麹後縁部の複数の間脈は CuA から直接また

は分岐し，後縁に達する（Fig. 8E-a, K-a).…… 6 

5b 前麹後縁部の間脈は上記のようではなくさまざ

まであり（Figs. lC-a, 3K-a），時にはない．… 7

6a 前肢転節と小アゴの基部に鯨の痕跡がない．後

麹は萎縮し小形化しているか，そうでない

場合，その MP は基部近くで分岐する（Fig.

8E-b）.……....・ H ・－－…...・H ・.....・ H ・－－…...・H ・· • 11 

6b 前肢転節と小アゴの基部に鯨の痕跡、が認められ

る．後麹は萎縮せず，その MP は縁近くで分岐

する（Fig. 8 Kb）.……...・H・－－…lsonychiidae チ

ラカゲロウ科 Isonychia チラカゲロウ属……29

7a 尾毛は 3 本....・H ・......・H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・H ・. 8 

7b 尾毛は 2 本．……H・H・－…H ・ H・－－…H ・ H・－…… 10

8a 後麹はあるか，あるいはない．後麹がある場合，

後題は大きく，複数の分岐した麹脈がある．中

胸背膜（MNM：中胸背中線上の膜質部）はな

い. MNs はあるか，あるいはない．………… 9

8b 後麹はない．中胸背膜（MNM：中胸背中線上の

膜質部） (Fig. 3A 矢印）はある. MNs はない．

……Ca巴nidae ヒメシロカゲロウ干ヰ－－一 17

9a 前麹外縁の間脈は発達していない（Fig. 1 C-a). 

杷持子の末端節とその前節は短い（Fig. lB, L). 

もし把持子の末端節がその前節より著しく短い

場合，後麹はない．…………
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Leptophle biidae トビイロカゲロウ干4······13

9b 前題外縁の間脈はよく発達する（Fig. 3K a）.杷

持子の末端節が短く，その前節が長い（Fig目 3L,
M）.後麹はある...・H・－

…Ephemer巴llidae マダラカゲロウ＇￥4…・・ 18

10a 前麹の間脈は 1 2 本あり，それそ、れの問脈は各

縦脈に接しない．前麹 MA2 と MP2 は基部に

達しない（Figs. 5E, 7E）.後趨はあるか，あるい

はない．後麹がある場合，小さく，縦脈が 2 3 

本．雄複眼の上部はターバン状となる（Fig. 5 

B）.···・ H・－－……·Baetidae コカゲロウ干4・…·24

!Ob 前麹の間脈は各縦脈に接する．前週 MA2 と

MP2 は基部に達する（Figs. 9D-a, 101-a). 後麹

は大きく，縦脈は 4 本以上．雄複眼の上部は

タ パン状でない（Fig. SA lこ酷似）．……・

…Heptageniidae ヒラタカゲロウ科……30

lla 中尾糸は発達し尾毛は 3 本．後麹は萎縮し，小

さい. MNs と MLs の交点、は垂直. BS2 は細長

く，その後端は著しく隆起する．陰茎は棒状で

単純．雌の第 7 腹節の腹板中央部は後方に突出

する．……...・H・· • Dipteromimidae ガガンボカ

ゲロウ科 Dipteromimus ガガンボカゲロウ属

（県内では未確認）

11 b 中尾糸はなく尾毛は 2 本．後麹は萎縮しない．

MNs と MLs の交点はより後方で交わる（Figs.

4G 矢印： SB 矢印）. BS2 は幅広く，その後端は

著しく隆起しない（Figs. 4H; SC, D）.陰茎は突

起などの付加物を有し複雑．雌の第 7 腹節のII夏
板中央部は後方に突出しない....・H ・....・ H ・.., 12 

12a MNs と MPs は接しない（Fig.4G）.爪は異形．

雄の亜生殖板には膜質部分がある．・…・

Ameletidae ヒメフタオカゲロウ＇￥4 Ameletus 

ヒメフタオカゲロウ属

12b MNs と MPs は接する（Fig. SA, B）.爪は同形．

雄の亜生殖板には膜質部分がない．－

Siphlonuridae フタオカゲロウ科 Siphlonurus

フタオカゲロウ属

13a 後麹はない．…………………Chiusanophl訪問

リュウキュウトビイロカゲロウ属

（県内では未確認）

13b 後趨はある．…………...・H・－－…・…・ー……・・ 14

14a BS2 の後半は縦に稜線をともなう（Fig. lF 矢

印； G 矢印）. FS2 の左右の隆起は前方で互い

に接するか，あるし、はきわめて接近する（Fig. 1 

F). 後題に前縁突起（costal projection）がな

し＼……Paraleptophlebia トビイロカゲロウ属

14b BS2 の後半は縦に稜線をともなわない. FS2 

の左右の隆起は接することなく，その聞は大き

く広がる．後麹に前縁突起（costal proj巴ction)

がある....・H ・H ・ H ・－…－….....・.....……· • ｷ 15 

15a 前包 CuP と CuA 聞の間脈が 3 本以上．把持子

の基節の基部から上方 1/3 の内側が幅広い

(Fig. lB)."ｷ 

…...・ H ・ ··Choraleゆes ヒメトビイロカゲロウ属

15b 前麹 CuP と CuA 聞の間脈が 2 本．把持子の基

節の基部から上方 1/2 の内側が幅広い（Fig. 1 

L). …...・H・－－…… Thraulus トゲエラカゲロウ属

16a 題は半透明で黄色の斑紋がある．前麹の MP2

は CuA に接する（Fig. 2H). 後題の Rl は Sc

に接する．雄の複眼は小さく左右に分離する

（左右の複眼の内側の間隔／複眼の直径＝ 0.09-

2.62) (Fig. 2F). ・・・・・・・・・・・…・…Potamanthodes

(Potamanthodes ） キイロカワカゲロウ亜属

16b 趨は無色透明．前麹の MP2 は CuA に援しな

い．後麹の Rl は Sc に接しない．雄の複眼は大

きく左右の複眼は近づく（左右の複眼の内側の

間隔／複眼の直径＝ 0.08-0.25)... 

Potamanthus (Potamanthus ） カワカゲロウ亜属

（県内では未確認）

17a 胸部の BS！は四角形 (Fig. 3B）.……...・H・－－……

Brachycercus ミットゲヒメシロカゲロウ属

17b 胸部の BS！は三角形（Fig. 3E）.…・・・

…Caenis ヒメシロカゲロウ属

18a 雄成虫の前肢第 l 付節は鈎状に変形する（Fig.

4C 矢印， D 矢印）．陰茎の先端に複数の刺があ

る (Fig. 4E, F). ｷｷ ｷ 

…Uracanthella アカマダラカゲロウ属

18b 雄成虫の前肢第 l 付節は鈎状に変形しない．陰

茎に刺はないか，あるいはある．車I］がある場合，

陰茎の先端を除いた周辺（側面，背面，腹面な

ど） にある． ...・H・－－…－…・・…・・・…－……· ｷ 19 

19a 把持子の末端節の長さは幅の約 1.5 倍．把持子

の第 2 節の先端付近の内側は曲がる．陰茎には

刺がなく左右に大きく広がり，その先端にはそ

れぞれ前方および後方に鋭く尖る．

…Torleya エラブタマダラカゲロウ属

19b 把持子の末端節の長さおよびその第 2 節の曲

がりかたはいろいろ．陰茎のかたちはいろいろ

であるが，その先端にはそれぞれ前方および後

方に鋭く尖らない 陰茎には刺カ3あるか，ある

いはない．…...・H ・.....・ H・－－…………...・H・－－…20

20a 把持子の末端節の長さは幅の約 2 倍．把持子の

基部付近が内側に曲がる．陰茎に刺はなく， V

字型に大きく切れ込む．前胸背面に 2 対の黒班

がある．

一…Ephemerella マダラカゲロウ属（一部）

20b 把持子の末端節の長さはいろいろであるが上記

のようでない．把持子の基部付近は内側に曲が

らない．陰茎に刺があるか，あるいはない 前

胸背面に 2 対の黒班がない．・・H・ H・－…・－……21
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21a 把持子の第 2 節の基部から 2/3 の内側は大き

く折れ曲がる．把持子の末端節の長さは幅の約
1-1.5 倍．陰茎には刺がない．………....・H ・ ·22

21b 把持子の第 2 節の基部から 2/3 は内側に大き

く折れ曲がらない．曲がる場合，その第 2 節の

先端付近，中央付近あるいは全体が曲がる．把
持子の末端節の長さはいろいろ．｜塗茎には刺が

あるか，あるいはない....・H・－－…...・ H・－－……23

22a 把持子の末端節の長さは幅と同等かわずかに長

い．陰茎先端付近の幅は基部より狭く，陰茎先

端部はわずかに突出する．

······Eρhacerella シリナガマダラカゲロウ属

22b 把持子の末端節の長さは幅の約 1.5 倍．陰茎の

先端付近の幅は基部より広いか，あるいは狭

い．狭い場合，陰茎先端部が突出しない．

ｷ ｷ ｷ ｷｷ ·Cincticostella トウヨウマダラカゲロウ属

23a 把持子の末端節の長さは幅の 2 倍以上（Fig. 3 

L,M）.陰茎に刺はない．・

....・ ···Drunella トケ”マダラカケ”ロウ！扇

23b 把持子の末端節の長さは幅と同等あるいはそれ

以下．陰茎に多くの刺がある．

……··Ephemerella マダラカゲロウ属

24a 中胸部背面の前縁が著しく突出する．

...・ H ・ ··Acentrella ミジカオフタバコカゲロウ属

24b 中胸部背面の前縁が著しく突出しない．・…ー25

25a 前週の外縁の間脈は 2 本（Fig. 5E）.雄交尾器の

把持子の末端節の幅はその前節の耐とほぼ同等
(Figs. 5F, 6F, M）.………………...・H ・...・H ・ ·26

25b 前趨の外縁の間脈は l 本（Fig. 7E）.雄交尾器の

把持子の末端節の隔はその前節の幅の 1/2 以
下（Fig. 7F, M). ｷ ｷ ·・ H・－－……...・ H ・－…...・H ・ ··27

26a 雄交尾器の把持子の末端節の長さはその幅の

2.5 倍以上（Fig. 5F). 

－…··Baetiellα フタバコカゲロウ属

26b 雄交尾器の把持子の末端節の長さはその幅の

1.5 倍以下（Fig. 6F, M）.・

…Baetis コカゲロウ属

27a 後麹はない．左右の把持子の中央部は山形に突

出する（Fig. 7F）.・－…Cloeon フタパカゲロウ属

27b 後麹はある．左右の把持子の中央部は平坦かあ

るいは針状にとがる．……ー…………H ・ H ・ ···28

28a 雄の左右の把持子の中間部に針状の突起はなく

平坦（Fig. 7M ).…- 

·····Procloeon ヒメウスパコカゲロウ属

28b 雄の左右の把持子の中間部に針状の突起はあ

る．…・・……Centroptilum ウスバコカゲロウ！扇

（県内では未確認）

29a 陰茎には突起などの付属器官はない．雄の第 9

腹節腹板後縁および雌の亜生殖板後縁は大きく

凹む．

… Jsonychia (Jsonychia ） チラカゲロウ亜属

29b 陰茎には突起などの付属器官はある．雄の第 9

腹節II尉反後縁および雌の亜生殖板後縁は大きく

凹まない．

Jsonychia (Priリnoides） シマチラカゲロウ亜属

（県内では未確認）

30a MNs はない（Fig. lOF）.……一…・…...・H・ ··31

30b MNs はある（Figs目 9C, lOK, L, llF ).…… ··32 

31a BS1 と FS1 の境界は横に隆起する．・

…Bleptus オビカゲロウ属

（県内では未確認）

31 b BS1 と FS1 の境界は横に隆起しない（Fig. 10 

G, H). ····・H ・...・H ・ ···Epeorus ヒラタカゲロウ属

32a FS2 の左右の隆起は平行あるいは前方で広が
る（Fig. 9！）.…Ecdyonurus タニガワカゲロウ属

32b FS2 の左右の隆起は前方で狭まる（Figs. lOM, 

l lG）.・ H ・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－…...・H ・－－－－一一 33

33a BS1 と FS l の境界は横に隆起する（Fig. 10 M 

下矢E[1 ）.…...・ H ・－－

....・ H ・·· ·Heptagenia キハダヒラタカゲロウ属

33b BS l と FS1 の境界は横に隆起しない（Fig. 11 

G）……………...・H ・ H ・H ・.....・H ・.....・H ・ H ・H ・ ··34

34a MPs は LPs に接する．……

・・・Cinygma エゾタニガワカゲロウ属

（県内では未確認）

34b MPs は LPs に接しない（Figs. 9C, 11 F). …35 

35a 雄の前肢付節の第 l 節は第 2 節の 1/2 以上．・

....・ H ・ ·Cinygmula ミヤマタニガワカゲロウ属

35b 雄の前肢付節の第 l 節は第 2 節の 1/3 以下．－

…·Rhithrogena ヒメヒラタカゲロウ属

2. 日本産カゲロウ自の科および属（亜属）の検索表

（幼虫）

la 大顎の先端は頭部前縁より前方に突出する．鯨

は細長く二叉しその縁辺は羽毛状に細裂する．

2 

lb 大顎の先端は頭部前縁より前方に突出しない．

鯨はいろいろで，細長く二叉する場合は，その

縁辺は羽毛状に細裂しない．・…H ・H ・.....・H ・.. 4 

2a 前肢は掘潜するに適した形態に変形していな

い．飢！は腹部背面を覆わない．－

・・・・・……・・・…Potamanthidae カワカゲ

ロウ科 Potamanthus カワカゲロウ属……16

2b 前肢は掘潜するに適した形態に変形している．

鯨は腹部背面を覆う．…………………...・H・.. 3 

3a 大顎の先端は外側に広がる．後肢腔節の後方は

尖る．・・…...・H・－……...・H ・...・H ・·Ephemeridae 

モンカゲロウ科 Ephemera モンカゲロウ属

3b 大顎の先端は内側に向かう．後肢腔節の後方は

丸い....・H・－…H ・ H ・－…· Polymitarcyidae シロ
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千葉県のカゲロウ類

イロカゲロウ科 Ephoron シロイロカゲロウ属

4a 前麹腿節および、腔節の内側に長毛列は並ぶ．鯨

は下唇基部あるいは小顎および前肢転節の基部
にある（Fig. 9B）.………・H・ H・－－…...・ H・－－…・・ 5

4b 前麹腿節および腔節の内側に長毛列は並はな

い．鰐！は下唇基部あるいは小顎および前肢転節

の基部にない．…………・H・H・.....・ H ・H ・ H・＂＂ 6 

5a 第 I 腹節の鯨は側方に位置する．中・後胸部腹

面にそれぞれ先端中央部が凹む突出物がある

(Fig. 8L 矢印）．……………Isonychiidae チラ

カゲロウ科 lsonychia チラカゲロウ属・・…28

5b 第 l 腹節の鯨は腹面に位置する．中・後胸部腹

面に突出物がない．…Oligoneuriidae ヒトリガ

カゲロウ科 Oligoneuriella ヒトリガカゲロウ属

6a 鯨は第 l 腹節から第 6 腹節に位置し，第 l，第

2 および第 3 6 腹節の鯨はそれぞれ巽型．第 2

腹節の l 対の鯨は四角形で腹部背面で左右に

接するか重なり，後方の他の鯨を覆う．後麹の

原基はない．

…Caenidae ヒメシロカゲロウ科…ー 17

6b 鯨の位置はいろいろ (1-7, 2-7, 3 7）.鯨の形は

ほぼ同形，あるいは第 1 鰐のみ異型．第 2 JI夏節

の鯨は後方の他の鯨を覆わない．後麹の原基は

あるか，あるいはない. ＂.・H・－－……＂.・H・＂＂ 7 

7a 憾の位置は第 3-7 腹節．・…

……Ephemerellidae マダラカゲロウ科…… 18

7b 鯨の位置は第 1-7 腹節，あるいは第 2ー7 腹節．

8 

8a 体は偏平．複眼及び触角は頭部の背面に位置す

る．大顎は頭部の背面に位置せず，頭部の一部

を形成しない．

……Heptageniida巴ヒラタカゲロウ手ヰ…口・29

8b 体は偏平，あるいは偏平でない．偏平な場合，大

顎は側方に出て頭部の一部を形成する． """ 9 

9a 鯨の形は二叉（Fig.2D），房状，縁辺が羽毛状に

細裂する（Fig. 2E）などいろいろ．小顎は頭頂

部からその側方にかけて長毛を密生する (Fig.

11). . 

L巴ptophlebiidae トビイロカケ‘ロウ干ヰ…… 13

9b 鯨の形は卵型あるいはハ ト型．小顎は頭頂部

からその側方にかけて長毛を密生しない（あっ

ても櫛状の毛がー列に並ぶ程度）．－…－…＂ 10
10a 触角の長さは頭幅の 2 3 倍．上唇前縁の中央部

は鋭角に凹む．中・後胸部下方にそれぞれ突出

物はない. ＂＂・H ・ ·Baetidae コカゲロウ科…・ー23

10b 触角の長さは頭幅の 2 倍に満たない．上唇前縁

の中央部は鋭角に凹まない．中・後胸部下方に

それぞれ突出物があるか，あるいはなし＼… 1 1 

lla 第 1 2 鯨は複葉，他は全て単葉．第 9 腹節目夏板

後縁の中央部は後方に突出しない（腹節側縁の
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左右の突起の末端より短L 、） (Fig. 8G, H）.旺側

片（paraproct）の内側先端は l 対の刺を備える

(Fig. 8G 上矢印， H 矢印）．

・… ·Siphlonuridae フタ

オカゲロウ科 S伊hlonurus フタオカゲロウ属

11 b 鯨は全て単葉．第 9 腹節腹板後縁の中央部は後

方に突出する（腹節側縁の左右の突起の末端よ

り長L 、） (Fig. 4M, N, P）.紅側片（paraproct）の

内側先端は刺がない．…＂.・H・－一……………・・ 12

12a 小顎の頭頂部は櫛状の長毛が並ぶ．中・後胸腹

面は平坦（中央部に癌上突起がない）．鯨の側縁

はキチン化する....・H ・·ｷ Ameletidae ヒメフタ

オカゲロウ科 Ameletus ヒメフタオカゲロウ属

12b 小顎の頭頂部は櫛状の長毛が並ばない．中・後

胸の腹面中央部に癌状突起はある．鯨の側縁は

キチン化しない．…Dipteromimidae ガガンボ

カゲロウ科 Dipteromimus ガガンボカゲロウ属

（県内では未確認）

13a 第 l 鯨はない．小顎髭，下唇髭はともに長い

（頭部側縁からはみ出る）．

．…·Choroterpides クロトビイロカゲロウ属

（県内では未確認）

13b 第 l 鯨はある．小顎髭，下唇髭はともに長くな

い（頭部側縁からはみ出ない〕．….＂・H・..... 14 

14a 鯨はすべて同型で細長く，基部近くあるいは中

ほどで二叉する．

…………Paraleptophlebia トビイロカゲロウ属

14b 第 l 鯨とその他の鯨は異型. ＂.・H・－－………… 15

15a 第 l 鯨は分岐せず，その他の鰻の先端は 3 分岐

する．－…·Choroterpes ヒメトビイロカゲロウ属

15b 第 l 鯨は 2 本に分岐し，その他の鯨は葉状で周

辺に糸状突起が並列する（Fig. 2E）.…・

一 ··Thraulus トゲエラカゲロウ属

16a 雄の複眼は小さく，左右に分離する（左右の複

眼の内側の間隔／複眼の直径＝ 0.75-5.00）.前

肢腿節背面は中程に横方向の太い剛毛列が並

ぶ．前肢腔節腹面先端近くに長毛の束はある

(Fig. 21). ｷ ..・H・－…＂.・H・－－－…… ·Potamαηthus

(Potamanthodes ） キイロカワカゲロウ亜属

16b 雄の複眼は大きく，左右の複眼は近づく（左右

の複眼の内側の間隔／複眼の直径＝0.09 2.62). 

前肢腿節背面は中程に横方向の太い剛毛列がな

い．前肢股節腹面先端近くに長毛の束はない．…

Potamanthus (Potamanthus ） カワカゲロウ亜属

（県内では未確認〕

17a 頭部に 3 本の突起はある．小顎髭，下唇髭は 2

節よりなる．前肢は中・後肢より短い．

BrachyceγGUS ミットゲヒメシロカゲロウ属

17b 頭部に 3 本の突起はない．小顎髭，下唇髭は 3

節よりなる．前肢は中・後肢とほぼ同長．……



………Caenis ヒメシロカゲロウ属

18a 前肢腿節前縁に不規則な突起は並ぶ．

……Drunella トゲマダラカゲロウ属

18b 前肢腿節前縁に上記突起はない．……－・…・ 19
19a 小顎に犬歯はある …・….....・H ・...・ H ・...・ H ・ 0020

19b 小顎に犬歯はない．…………………H ・H ・＂ 00·21

20a 小顎髭はない．第 3 腹節の鯨は大きく，それ以

外の大部分の鯨を覆う．

"·Torleya エラブタマダラカゲロウ属

20b 小顎髭はある．第 3 腹節の鯨はそれ以外の鯨を

覆わない． …· ·Ephemerella マダラカゲロウ属

21a 小顎の先端内側に変形した一枚の歯はない．中

胸の前側縁は側方に突出しない．小顎に小顎髭

はない．腹部背面の各節に l 対の溜状の突起は

なし＼……Uracanthella アカマダラカゲロウ属

21b 小顎の先端内側に変形した一枚の歯はある．中

胸の前側縁は側方に突出する．小顎に小顎髭は

ある．腹部背面の各節に 1 対の刺列は並ぶ．・

""0022 

22a 中胸前側縁は丸く突出する．尾毛の各節接合部

の毛は短く太い．

…Cincticostella トウヨウマダラカゲロウ属

22b 中胸前側縁は三角に突出する．尾毛の各節接合

部の毛は長く細い．

・H ・H ・· ·Ephacerella シリナガマダラカゲロウ属

23a 各肢の爪は強く曲がり，その内側に一列の歯が

並ぶ．尾毛は 2-3 本あり，その 3-5 節おきに濃

褐色の節を有さない．・・H ・H・＂.＂.・ H・＂＂・H・－…24

23b 各肢の爪はわずかに曲がり，その内側に歯はな

いか，あるいは 2 列の歯が並ぶ．尾毛は 3 本あ

り， その 3-5 節おきに濃褐色の節を有す（Fig.

7N). …… ＂.・H ・－－……＂.・H ・.....・ H ・ H ・ H ・－…・・26

24a 尾毛は 2 本（あるいは 3 本）あり，肢の付節に

長毛列を密に有す．・…＂＂・H・－…H ・ H ・....・ H ・ 00·25

24b 尾毛は 3 本（あるいは 2 本）あり，肢の付節に

長毛列を組に有す. ＂.・H ・ 00Baetis コカゲロウ属

25a 尾毛は 2 3 本ある．体の断面は幾分偏平で短

い．下唇髭の第 2 節は短い（Fig. 5A）.…H ・H・－－

… -A centre/la ミジカオフタバコカゲロウ属

25b 尾毛は 2 本ある．体断面は丸く細長い．下唇髭

の第 2 節は長い（Fig. 5G).…-- 

…Baetiella フタバコカゲロウ属

26a 下唇髭の末端節の外側は突出する（Fig. 7G）.第

1 611集節の左右の鯨は 2 葉（上葉及び下葉）か

らなり，第 1 5 腹節の上葉の形は下葉にほぼ等

しい（Fig. 7 H）.… 00·Cloeon フタパカゲロウ属

26b 下唇髭の末端節の外側は突出しない（Fig. 7P). 

第 1-6 腹節の左右の鯨は単葉あるいは 2 葉か

らなり， 2 葉の場合は上葉は下葉より著しく小

さい（Fig. 7Q) ....・H ・H ・H・－……＂.・H・－－………27

石綿進一

27a 大顎の犬歯は深く切れ込む．小顎髭の第 3 節の

長さはその第 2 節とほぼ同等．

…Centroρti/um ウスパコカゲロウ属

（県内では未確認）

27b 大顎の犬歯は深く切れ込まない．小顎髭の第 3

節の長さはその第 2 節のほぼ 1/2 (Fig. 70)."ｷ 

…Procloeon ヒメウスバコカゲロウ属

28a 前肢基部の鯨lは房状であり棒状ではない．
… 00/sonychia (Isonychia ） チラカゲロウ亜属

28b 前肢基部の鯨は棒状であり総状ではない．

Jsonychia (Prionoides ） シマチラカゲロウ亜属

（県内では未確認）

29a 尾毛は 2 本….....・H・＂＂・H・－－－…・・· ....... 30 

29b 尾毛は 3 本． ・……・・……・・…・…・・H ・ H ・. ＂＂・ H ・ ·31

30a 頭部前縁，腔節に長毛列はない．下唇中舌の幅

は先端で広く丸い．第 l 腹節の糸状線は葉状鯨

より大き l '. …………Bleptus オビカゲロウ属

（県内では未確認）

30b 頭部前縁，腔節に長毛列はある．下唇中舌の幅

は先端で狭い．第 l 腹節の糸状鯨は葉状線より

小さい． …-… .... Epeorus ヒラタカゲロウ属

31a 小顎腹面の長毛は不規則（Fig. 9K）.下唇中舌

の先端は幅広い（Fig. 9M）.…………＂.・H・

…Ecdyonurus タニヵーワカゲロウ属

31b 小顎腹面の長毛は l 71J に並ぶ（Fig. l lB）.下唇

中舌の先端は幅広いか，あるいは狭い．・…・・32

32a 上唇の幅は狭L、（縦幅＞横幅）．下唇中舌の先端

は幅広い. ... Cinygma キタタニガワカゲロウ属

（県内では未確認）

32b 上唇の幅は広L、（縦幅＜横幅）．下唇中舌の先端

は幅が狭い（Figs. 9G, 11 C）.…・…・...・H ・....33 

33a 葉状鯨はあり，第 1, 7 腹節の葉状鯨は他の鯨よ

り大きく，左右の鯨が腹面で接するか，あるい

は接近する．

・H ・· 00Rhithrogena ヒメヒラタカゲロウ属

33a 葉状鯨はないか，ある場合は第 1, 7 腹節の葉状

鯨は他の鯨と同等か小さく，上記のように左右

の鯨が腹面で接することはない．…・………34

34a 糸状鱒は第 l一7 腹節にないか，あるいはあって

も痕跡程度．
…Cinygmula ミヤマタニガワカゲロウ属

34b 明瞭な糸状鯨は第 1 7 腹節にある（一部に第

1 6 腹節）．……・・

…· -H eptagenia キハダヒラタカゲロウ属

目録

千葉県から 12 科 28 属 37 種のカゲロウが記録され

た（Table 1）.このうち l 科 7 属 15 種が千葉県初記録

である．日本産カゲロウとして 13 科 37 属 140 種が
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Table 1. Checklist of Ephemeroptera from Chiba Prefecture. 

Family Genus Species 

1. Leptophlebiidae I. Choroterpes 1. Choroterpes altioculus Kluge 
トビイロカゲロウ科 ヒメトビイロカゲロウ属 ヒメトビイロカゲロウ

2. Paraleptophlebia 2. Paraleρtophlebia japonica (Matsumura) 
トビイロカゲロウ属 [=P. chocolata] 

ナミトビイロカゲロウ

3. Paraleptophlebia westoni Imanishi 
ウエストントビイロカゲロウ

3. Thraulus 4. Thraulus grandis Gose 
トゲエラカゲロウ属 オオトゲエラカゲロウ

2. Potamanthidae 4. Potamanthus 5. Potamanthus formosus Eaton 

カワカゲロウ科 カワカゲロウ属 [ = P. kamonis J 
キイロカワカゲロウ

3. Ephemeridae 5. Ephemera 6. Ephemera jaρonica McLachlan 

モンカゲロウ科 モンカゲロウ属 フタスジモンカゲロウ

7. Eρhemera strigata McLachlan 
モンカゲロウ

4. Polymitarcyida巴 6. Ephoron 8. Eρhoron eophilum Ishiwata 

シロイロカゲロウ科 シロイロカゲロウ属 アカツキシロカゲロウ
9. Ephoron shigae (Takahashi) 

オオシロカゲロウ

5. Caenidae 7. Brachycercus 10. Brachycercus japonicus (Gose) 

ヒメシロカゲロウ科 ミットゲヒメシロカゲロウ属 ミットゲヒメシロカゲロウ

8. Caenis 
ヒメシロカゲロウ属

6. Ephemerellidae 9. Cincticostella 11. Cincticostella okumai (Gose) ［ニE.sp. EC] 

マダラカゲロウ科 卜ウヨウマダラカゲロウ属 オオクママダラカゲロウ

10. Drunella 12. Drunella ishiyamana (Matsumura) 

トゲマダラカゲロウ属 [=｣. sp. nG, E. yoshinoensis] 
ヨシノマダラカゲロウ

13. Drunella kohnoi (Allen) 
コオノマダラカゲロウ

11. Ephacerella[=Acerella] 14. Eρhacerella longicaudata (Ueno) 

シリナガマダラカゲロウ属 シリナガマダラカゲロウ

12. Ephemerella 15. Ephemerella setigera Bajkova 

マダラカゲロウ属 クシゲマダラカゲロウ

13. Tarleyα 16. Torleya japonicα （Gose) 

エラブタマダラカゲロウ属 エラブタマダラカゲロウ

14. Uracanthella 17. Uracanthella ρunctisetae (Matsumura) 

アカマダラカゲロウ属 [=E. rufa] 
アカマダラカゲロウ

7. Ameletidae 15. Ameletus 18. Ameletus costalis Matsumura 

ヒメフタオカゲロウ科 ヒメフタオカゲロウ属 マエグロヒメフタオカゲロウ
19. Ameletus montanus Imanishi 

ヒメフタオカゲロウ

8. Baetidae 16. Acentrella 20. Acentrella gnom (Kluge) 

コカゲロウ科 ミジカオフタバコカゲロウ属 ミツオミジカオフタバコカゲロウ

17. Baetiella 21. Baetiella jaρonica (Imanishi) 

フタバコカゲロウ属 [=B. nosegawaensis] 
フタバコカゲロウ

18. Baetis 22. Baetis chocor，αtus Gose 

コカゲロウ属 トビイロコカゲロウ
23. Baetis sahoensis Gose 

サホコカゲロウ
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Table 1. (Continued) 

Family Genus Species 

24. Baetis thermicus Ueno 
シロハラコカゲロウ

25. Baetis yoshinensis Gose 

ヨシノコカゲロウ
19. Cloeon 26. Cloeon dipterum (Linnaeus) 

フタパカゲロウ属 フタパカゲロウ
20. Procloeon 

ヒメウスパコカゲロウ属
9. Siphlonuridae 21. Sかhlonurus 27. Siphlonurus binotatus Eaton 
フタオカゲロウ科 フタオカゲロウ属 オオフタオカゲロウ

I 0. Isonychiidae 22. Jsonychia 28. Jsonychia japonica (Ulmer) 
チラカゲロウ科 チラカゲロウ属 チラカゲロウ

11. Oligoneuriidae 23. Oligoneuriell白 29. Oligoneuriella rhenana (Imhoff) 
ヒトリガカゲロウ科 ヒトリガカゲロウ属 ヒトリガカゲロウ

12. Heptageniidae 24. Cinygmula 30. Cinygmula dorsalis (Imanishi) 
ヒラタカゲロウ科 ミヤマタニガワカゲロウ属 セスジタニガワカゲロウ

25. Ecdyonurus 31. Ecdyonurus scalaris Kluge 
タニガワカゲロウ属 ヒメタニガワカゲロウ

32. Ecdyonurus tobiironis Takahashi 
クロタニガワカゲロウ

33. Ecdyonurus yoshidae Takahashi 
シロタニガワカゲロウ

26. Epeorus 34. Epeorus ikanonis Takahashi 
ヒラタカゲロウ属 ナミヒラタカゲロウ

35. Epeorus latifolium Ueno 
エルモンヒラタカゲロウ

36. Epeorus l-nigrus Matsumura 
マツムラヒラタカゲロウ

27. Heptagenia 37. Heρtagenia flava Rostock 
キハダヒラタカゲロウ属 [ = H. sp. na, H. sp. HBJ 

28. Rhithrogena 

ヒメヒラタカゲロウ属

報告されているので (Ishiwata, 2001), これと比較す

ると千葉県のカゲロウは種数においては全体の約

30% と少ないものの，属数では 70% を超え，科にお
いてはガガンボカゲロウ科を除くすべての科が確認さ

れた．また，属に関しては，琉球列島とその周辺地域

のみに分布が確認されている属，北海道と本州の山岳

地帯で確認されている属，および不詳属を除くと，千
葉県から報告された属は，ガガンボカゲロウ属および

オビカゲロウ属の 2 属が未確認なだけで，他は日本産

カゲロウ目のうちすべての属が確認されていることに

なる．

記相

以下に示すカゲロウ目の各科の配列は， Ishiwata

(2001）にならった．各科における属の配列はアルファ

ベット順とした．各種の採集記録は，被検標本個体数
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サトキハダヒラタカゲロウ

＋成虫（♂：雄成虫，♂s：雄亜成虫，♀：雌成虫，♀s：亜

成虫）あるいは幼虫（N）の)51］，採集場所，採集年月日，

採集者，採集方法（M：マレーゼトラップ；無記号：灯
火採集）の順に記した．幼虫はすべてハンドネットに

よって採集された標本はすべて千葉県立中央博物館

に保管されている．

Leptophlebiidae トビイロカゲロウ科

千葉県からは 3 属が確認された．

本科について，以下の特徴が知られている（Ed
munds et al., 1976）.成虫では， 1）雄の複眼は上下に

分かれる； 2）通常後麹はある．幼虫では， 1）頭部およ

び体は扇平である； 2）小顎髭および下唇髭は 3 節より

なる； 3）尾毛は 3 本ある．また，成虫において， MNs

が後方に位置するという特徴が知られているが，前方

の陥没部は横陥没線（transverse concave line= tel, 

Fig. lD, E）であり MNs ではない（Kluge，私信）．な
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お，前方の陥没部は亜成虫でのみ明瞭である（Kluge,

1994）.さらに，成虫において，次に述べる本科の各種

について， MPs は LPs に後方で接するという知見が

得られた（Fig. lD, E). 

本科はマ夕、ラカゲロウ科に似ているが，検索表で示

した特徴の他，次の特徴によっても区別できる．成虫

において， 1）前麹の CuP は基部で Al に近いか，また

は CuA と Al の中間にある（御勢， 1979b); 2）前麹

の CuA と CuP はその外縁と後縁がなす角（posterior

angle) （角が丸く弧状である場合は，そのほぼ中間）

からほぼ等距離で各縁に援する（Fig. lC-a; Engblom, 

1996). また，幼虫の頭部が比較的扇平なグループも

あるが，その場合，左右の大顎が頭部の一部を形成し

ているため，上から観察するとそれぞれの大顎を容易

に確認することができる．このことによってヒラタ

カゲロウ科から本科を区別できる（Edmunds and 

Waltz, 1996). 

Choroterpes ヒメ卜ビイロカゲロウ属

圏内では l 属 l 種のみが確認されており，県内でも

確認された．

I. Choroterpes altioculus Kluge 

ヒメトビイロカゲロウ

(Fig. IA-C) 

本種は，以前は台湾産の標本によって記載された

Choroterpes trifurcata U白o として知られていた．し

かし台湾産の個体群と極東口、ンアから日本にかけて

分布する個体群とは別種であることが判明し，後者に

ついては新種として記載されたほluge, 1984）.本科

の成虫について，以下の特徴が知られている（Ed

munds et al., 1976). 1）雌雄共に体色は黒色から褐色

である； 2）後麹は小さく，その前縁突起はその中ほど

で突出する（Fig. lC七）； 3）後麹の SC は前縁の中ほど

に援し，外縁に達することはない（Fig. IC-b). 

本研究において，本種の成虫について，以下の知見

が新たに得られた. 1) BS！の縦方向の稜線は幅広い

(Fig. I A); 2) BS I と FSI の聞には横方向の稜線はな

い； 3) BS2 には縦方向の稜線はなし＇； 4) FS2 の左右

の隆起は接しない； 5）把持子の基節の基部から上方

1/3 の内側が著しく幅広い（Fig. !B）.また，成虫およ

び幼虫は，各腿節の先端よりに 2 本の黒帯をもつこと

が特徴である．

被検標本. 25♂♂s, 32♀♀s, 6N，札郷，小樋川，君津

市， 24. IX. 1993，石綿進一．

Paraleptophlebia トビイロカゲロウ属

種の検索

成虫

la 陰茎の先端は左右に突出する（Fig. lH）.・

······Paraleρωρhlebia jaρonica 

ナミトビイロカケ”ロウ

lb 陰茎の先端は突出するが，その突起は棒状で陰

茎の腹側商に位置し，先端は斜め下方に向か

幼虫

う....・ H ・H ・ H ・.....・H ・·ｷParaleptophlebia westoni 

ウエストントビイロカケザロウ

la 鯨は基部付近で二文し，その気管は黒色ないし

黒褐色の横枝を出していない．腹部背面は複雑

な斑紋を有する．……Paraleptoρhlebia westoni 

ウエストントビイロカケ凶ロウ

lb 鯨はその中程で二文し，その気管は上記横枝を

出している．腹部背面は複雑な斑紋がなく，黒

褐色の後縁部を有する．

…· ｷParaleptophlebia japonica 
ナミトビイロカケーロウ

千葉県からは上記 2 種が確認されたが，このほかに

ナミトビイロカゲロウに近縁な未記載種が存在する．

本属成虫において，以下の特徴が知られている. [) 

BS2 の後半が縦に稜線をともなう（Fig. IF 矢印， IG

矢印） (Tsui and Peters, 1972); 2) FS2 の左右の隆起

が前方で互いに援するか，あるいはきわめて接近する

(Fig. IF; Tsui and Peters, 1972); 3）腹部腹板末端節

（亜生殖板）が突出し，中央部が凹む（Peters and 

Edmunds, 1970). 

本研究において，以下の 2 種について，次の知見が

新たに得られた. 1) BS I の縦方向の稜線は全体に狭

い； 2) BS ！と FS1 の聞には稜線様隆起はない（Fig. 1 

F, G). 

2. Paraleptophlebia japonicα （Matsumura) 

ナミ卜ビイロカゲロウ

(Fig. lD-J) 

下位シノニム： Paraleptophlebia chocolata Imanishi 

本種の幼虫はその小顎歯冠部の突起の形態とその数

および小顎髭の長さによって Paraleptophlebia spiｭ

nosa Imanishi トゲトビイロカゲロウから区別できる

とされていた（御勢， 1980c）.しかし，小顎の突起に

ついては両種がともに櫛状でその数は 6本前後あり

(Fig. 1I), また小顎髭の長さにも変異が認められるの

で，これらのいずれの特徴よっても 2 種を区別するこ

とができないことが判明した．いっぽう，本種の成虫

は，雄交尾器の形態の差異によってトビイロカゲロウ

属の他種から区別できる Cimanishi, 1937 b；御勢，

1980c). 

本研究により，本種の幼虫は第 9 腹節側縁の刺の数

が少ないことで卜ゲトビイロカゲロウから区別できる

ことが明らかになった．本種では刺が 0 2 対あり
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(Fig. lJ），いっぽう， 卜ゲ卜ビイロカゲロウは 5 8 対

ある．ただし，本種によく似た同属の未記載種が存在

するが，これら 2 種の幼虫の識別は現在のところ困難

である．

被検標本. 1♂s，滝／沢，猪ノ川，君津市郷台畑， 16-

22. IV. 1997. 清水高男， M;7♂♂， l♂s, 1 ♀， l♀s，同左，

1-'/-s，同左， 30. IV 6. V. 1997; 4♂♂， 2♀♀s，同左， 1-6.

V.1997; 1♂S, 1-'f-s，同左， 20 29. V. 1997. 

3. p，αrαleptophlebiα westoni lmanishi 

ウエストントビイロカゲロウ

本種は千葉県初記録である．内田（1986）の卜ビイ

ロカゲロウ属の l 種は，本種に該当すると考えられ

る．本種は，成虫における雄交尾器や幼虫における前

肢の爪の数および鰐の形態の違いによって， トビイロ

カゲロウ属の他種から区別できる（御勢， 1980c）.ま

た，幼虫の腹部背面の斑紋によっても区別できる（石

綿， 2000a).

被検標本. 2N，滝ノ沢，猪ノ川，君津市郷台畑， 17.

IX. 1997. 清水高男

Thraulus 卜ゲエラカゲロウ属

本属は千葉県初記録であり， l 種が確認された．

本属トゲエラカゲロウ属とヒメトビイロカゲロウ属

の成虫の区別点として，御勢（1980c）は本属の後麹の

前縁突起が鋭角であること，前麹の MP の分岐が相称

であるとを記述している． しかし，これらの特徴では

区別しにくい個体があるので注意が必要である．特に

後者の特徴において，本属のうち次に述べるオオトゲ

エラカゲロウを除く未記載の数種は，前麹 MP が非相

称に分岐している．従って，前麹 MP の分岐の仕方の

違いでこれら 2 属を区別することはできない．

4. Thraulus grandis Gose 

オオトゲヱラカゲロウ

(Figs. 1 K, L, 2A E) 

本種は千葉県初記録である．幼虫および成虫の胸部

および交尾器が図示されるのは本報が初めてである

(Figs. lK, L, 2A E）.成虫の図は京都府西芳寺川産の

標本に基ついた．

日本産のトゲエラカゲロウ属の雄交尾器は互いに類

似しているため，交尾器による種の区別は難しいが，

本種は比較的大型であること（成虫および終齢幼虫：

体長 10 13 mm）よひ’次の特徴によって他種から区別

できることが判明した．成虫において， 1）体色が黒化

し後麹の基部が褐色を呈する. J,}］虫において， 1 ）凹ん

だ上唇の先端が中央で一部突出する（Fig. 2B；上野，

1995); 2）腹部背面と腹部腹面の斑紋が黒化する

(Fig. 2A. C). 

さらに，本研究において，本種の成虫について以下
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の知見が得られた（Fig. lK). 1) BS1 の縦方向の稜線

は中央で狭い； 2) BS1 と FS1 の聞には稜線様隆起は
ない； 3) BS2 には稜線はない， 4) FS2 の左右の隆起

は接しない； 5）把持子の基節の基部から上方 1/2 の

内側が幅広い（Fig. lL). 

被検標本. 9N，滝ノ沢，猪ノ Jll ：君津市郷台畑， 18.

Ill. 1997. 清水高男； lN，同左， 1 7. XII. 1996. 

Potamanthidae カワカゲロウ科

本科は千葉県初記録である. Kluge(l994）は，成虫

胸部の MNs が後退しその側方が後ろに曲がることを

本科の特徴として掲げているが，成虫では確認しにく

い．ただし， E成虫においては比較的容易に確認でき

る．

本科について，以下の特徴が知られているのae

and McCafferty, 1991 ）.成虫では， 1）雌雄の各肢は

よく発達し機能的である， 2）前麹 Al は分岐する； 3)

尾毛は 3 本ある． 幼虫では， 1 ）体型は幾分扇平であ

り，各肢は横に広がる， 2）頭部前縁に強大な突起はな

い； 3）第 l 鯨は分岐せず 2 節よりなり， その他の各

鯨は体の側方に広がる； 4）尾毛は 3 本ある．

Potαmαnthus カワカゲロウ属

本属は千葉県初記録であり， 1 1霊が確認された． 日

本産の本属には 2 亜属各 l 種が確認されており （Pot

amanthus (Potamanthodes） キイロカワカゲロウ亜属

および Potamanthus (Potamanthus ） カワカゲロウ亜

属），本種はキイロカワカゲロウE属に属する（Bae

and McCafferty, 1991). 

キイロカワカゲロウ亜属について，以下の特徴が知

られている（Bae and McCafferty, 1991 ）.成虫では，

1）雄の複眼は小さく左右に分離する（左右の複眼の内

側の間隔／複眼の直径＝0.09 2.62, Fig. 2F); 2）雄，

雌ともに前胸部側面に後方に走る黒色の帯がある；

3）麹は半透明で黄色の斑紋がある； 4）前麹の MP2 は

CuA に接する； 5）後麹の Rl は Sc に接する．幼虫で

は， 1）雄の複眼は小さく，左右に分離する（左右の複

眼の内側の間隔／複眼の直径＝ 0.75 5.00); 2）前肢腿

節背面の中程に横方向の太い剛毛列が並ぶ， 3）前肢腔

節JI反面先端近くに長毛の束がある（Fig. 21). 

5. Potamanthus formosus Eaton 

キイロカワカゲロウ

(Fig. 2F I) 

下位シノニム： Potamanthus kamonis Imanishi 

本種は千葉県初記録である．

成虫について，新たに以下の知見が得られた. 1 ）本

種の成虫は雄，雌ともに前胸部側面に後方に走る黒色

の帯がある； 2)MPs は LPs に後方で接する（Fig.2F);

3) BS1 の縦方向の稜線は中央で狭くなる（Fig. 2G); 
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4) BSl と FSl の聞には稜線様隆起はない（Fig. 2G); 

5) BS2 は幅広い（Fig. 2G); 6) FS2 の左右の隆起は接

する（Fig. 2G). 

被検標本. 1♂， l♀，関宿橋，江戸川，関宿町江戸町，

8. VI. 1986. 石綿進一．

Ephemeridae モンカゲロウ科

御勢（ 1979b）の日本産カゲロウ目に関する成虫の科

の検索において，最初の段に記述されているモンカゲ

ロウ上科を他から区別するための形質として，「前麹

M(MP2）は基部で CuA から著しく広がる」とある．

M （正確には MP2）が基部で CuA から著しく広がる

特徴をもつのは，日本産モンカゲロウ上科のなかでは

モンカゲロウ科が該当し（Fig. 2 M），カワカゲロウ科

とシロイロカゲロウ科においては該当しない（Fig. 2 

H, P）.いっぽう，後者の 2 科は， MP2 が基部近くで

CuA に癒合しその後 CuA が湾曲し基部で MPl に接

近あるいは接するか（Fig. 2H, P），または MP2 が基部

近くで湾曲し基部で MPl に接近あるいは接するとい

う特徴をもつことが明らかになった これらの各科が

有する特徴は，日本産のモンカゲロウ上科に含まれる

各種を比較検討した結果，本上科に認められる特徴で

あることが判明した． したがって，日本産のモンカゲ

ロウ上科を他から区別するためには， Edmunds and 

Waltz (1996）の検索表を一部改変し“MP2 が基部近

くで CuA に湾曲または接し， その後基部で MPl に

接近あるいは接するか，あるいは MP2 は基部近くで

CuA に癒合し，その後 CuA が湾曲し基部で MPl に

接近あるいは接する（Fig. 2H,P）”とすべきである．ま

た平嶋ほか (1989）の検索表においても，御勢（1979

b）とほぼ同様な記述となっているため，修正が必要で

ある．本稿の検索表では，これらの記述を一部変更し

て用いた．

幼虫の科の検索において，大顎の突起が先端で上方

に曲がることが本科の特徴のーっとされるが（御勢，

1979b; Edmunds and Waltz, 1996), シロイロカゲ

ロウ科の幼虫，とくに Ephoron eophilum アカツキシ

ロカゲロウはこの特徴をもっ（lshiwata, 1996）.従っ

てこの特徴によって本科を明瞭に区別することはでき

ない．日本産の本科の幼虫は，大顎の先端が外側に曲

がるという特徴を有し，いっぽうシロイロカゲロウ科

のそれは内側に曲がるという特徴を有す．本稿の検索

表では，大顎が内側ljあるいは外側に曲がる特徴を，両

科を識別するための特徴のーっとした．

Ephemera モンカゲロウ属

種の検索

成虫

la 第 7 9 腹節の中央に l 本の縦状の斑紋がある．

····Eρhemera japonica フタスジモンカゲロウ

lb 第 7-9 腹節の中央に l 本の縦状の斑紋がない．

ｷｷｷｷEphemera strigata モンカゲロウ

幼虫

2a 第 7 9 腹節の中央に I 本の縦状の斑紋がある．

後単眼聞に黒色の斑紋がない．

ｷｷｷｷｷEphemera japonica フタスジモンカゲロウ

2b 第 7 9 腹節の中央に l 本の縦状の斑紋がない．

後単眼聞に黒色の斑紋があり，斑紋はつなが

る． -----…· ｷEphemera strigata モンカゲロウ

千葉県からは上記 2 種が確認された．

本属の各種は成虫においては交尾器や麹・腹部の斑

紋，幼虫においては腹部の斑紋によってお互いに区別

できる（御勢， 19800. ただし，若齢幼虫については

腹部斑紋による区別が困難な個体があり，同定の際に

注意を要する．この場合，頭部の斑紋の違いが参考に

なる（黒田・渡辺， 1984).

本科について，以下の特徴が知られている（Ed

munds et al., 1976）.成虫では， 1）雄の複眼は左右に

大きく分かれる（Fig. 2J); 2）把持子は 4 節よりなる．

幼虫では， 1）大顎は前方に伸張し，その基部付近は長

毛が密集する； 2）頭部前縁の中ほどは突出し，その先

端中央部はくびれる， 3）触角の基部から 2/3 は長毛

が密集する．

次の 2 種の成虫について，新たに以下の知見が得ら

れた. 1) MNs がある（Fig. 2 J); 2) MPs は LPs に後方

で接する（Fig. 2J); 3) BS I の縦方向の稜線は狭い

(Fig目 2K, L); 4) BS 1 と FS1 の聞には稜線様降起はな

い（Fig. 2K, L); 5) BS2 の幅は狭，，; 6) FS2 の左右の

隆起は接する（Fig.2K）.なお， Kluge (1994）は，成虫

胸部の MNs が後退しその側方が後ろに曲がることを

本科の特徴として掲げているが，この特徴は成虫では

確認しにくい個体が多いことが判明した（亜成虫では

確認できる， Fig. 2J). 

6. Ephemerα japonica McLachlan 

フタスジモンカゲロウ

(Fig. 2J M) 

本種は，千葉県では，長尾川，岡本川，岩井川，養

老川，小橿川，二間川，袋倉川，長者川，温石川（内

田， 1986；倉西， 1993；宮野ほか， 1994）からそれぞれ

報告されている．

被検標本. 1♂， 2♂♂s，滝／沢，猪ノ川，君津市郷台

畑， 新田他， 13 20. V. 1997. M; 9N，同左， 18. Ill. 

1997. 清水高男； lN，同左， 17. XII. 1996. 

7. Ephemerα strigata McLachlan 

モンカゲロウ

本種は千葉県初記録である．利根川で確認された
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が，房総半島からは未だ採集されていない．

被検標本. lN，関宿橋，江戸川，関宿町江戸町， 14目

III. 2000. 石綿進一．

Polymitarcyidae シロイロカゲロウ手ヰ

平嶋ほか（1989）は，本科の幼虫の特徴として，前肢

の付節および腔節が癒合するとしているが，この特徴

は本科では認められないことがわかった．

Ephoron シロイロカゲロウ属

種の検索

成虫
la 麹は白色．

…·· ｷEphoron eophilum アカツキシロカゲロウ
lb 麹は半透明．

…Ephoron shigae オオシロカゲロウ

幼虫

la 頭部前縁の突起は円形．

・・…… ···Eρhoron eophilum アカツキシロカゲ

ロウ

lb 頭部前縁の突起は三角形．

・・・・…Ephoron shigae オオシロカゲロウ

千葉県からは上記 2 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られている（lshi

wata, 1996）.成虫では， 1）雄の複眼は小さく，左右に

大きく分かれる（Fig. 2N); 2）麹に斑紋がない．幼虫で

は， 1）頭部前縁中央部の突起は半円形あるいは三角形

であり，中央部で凹まない； 2）大顎は前方に伸張し，

その先端は内側に曲がる； 3）大顎の上側面に無数の突

起がある； 4）鯨は第 1-7 腹節にあり，第 l 鯨は単一棒

状であり，その他の鯨は二文する．

次の 2 種の成虫について，新たに以下の知見が得ら

れた（Fig. 2 N P). 1) MNs がな l,; 2) MPs は LPs に

後方で接する； 3) BS1 の縦方向の稜線は全体に狭い；

4) BS1 と FS1 の聞に稜線様隆起はない； 5) BS2 の幅

が狭い； 6) FS2 の左右の隆起は接する．

8. Ephoron eophilum lshiwata 

アカツキシロカゲロウ

(Fig. 2N P) 

Ishiwata (1996）は，利根川（野田市）から本種を報

告している．図（Fig. 2N P）は埼玉県荒川産の標本に

基づいた．千葉県レッドデータブックでは一般保護生

物とされている（石綿， 2000b).

本種は次種のオオシロカゲロウによく似ているが，

以下の特徴によって区別できる（lshiwata, 1996）.雄

成虫では，麹の色が白くくすむ（本種の麹の表面は，

穎粒状の小突起で覆われるため麹全体が白色に見える

が，次種ではこの小突起が少ないため題全体が半透明

である）． ただし，雌の成虫ではこれら 2 穫を区別す

ることは難しい．幼虫では，頭部前縁部の小突起が半

円形である（次種は三角形）．また，卵の表面構造ある

いは大きさによっても両種を区別することができる．

なお，卵の形質は，実体顕微鏡においても観察可能で

あることが判明した．

9. Ephoron shigae (Takahashi) 

オオシロカゲロウ

本種は千葉県では，養老／ II，夷隅川，小植川から報

告されている （田中， 1971：，千葉県環境部， 1975；内

田， 1986; Ishiwata, 1996). 

Caenidae ヒメシロカゲロウ科

千葉県からは 2 属が確認された．

Ishiwata (2001）はこの科の和名にヒメシロカゲロ

ウ科を与え，平日名を変更した．その理由は以下のとお

りである． Caenidae の科名の和名として， ヒメカゲ

ロウを最初に与えたのは上野・岡本 (1932）である．

一時，ヒメシロカゲロウとされたことがあるが（上野，

1973；御勢， 1979b），ヒメカゲロウとして現在に至っ

ている．いっぽう，アミメカゲロウ（脈麹）目の中に

も同じ和名ヒメカゲロウ科があり，アミメカゲロウ自

のヒメカゲロウ科の属和名の一部にヒメカゲロウが数

多く使用されている 日本産の Caenis については，

ヨーロッパ産の種 Caenis horaria を当て，和名をヒメ

カゲロウとしていたことがあるが（上野・岡本，

1932），最近，使われておらず，再精査が必要である．

現在使われている科名あるいは今後予想される種和名

の同一名の使用は，混乱を招くおそれがある そのた

め，先の上野（1973）が使った和名を再度使用し，本科

をヒメシロカゲロウ科と改める．従って， Brachycer

cus, Caenis の和名はそれぞれミットゲヒメシロカゲ

ロウ属， ヒメシロカゲロウ属となる．

平嶋ほか（1989）は，本科の成虫の特徴として，前麹

の MP2 と CuA は MA から分岐し，後麹には前縁突

起（costal projection）があるとしているが，これらの

特徴は本科では認められないことが判明した．

本科の成虫について，以下の特徴が知られている．

1）雌雄の複眼は小さく左右に大きく分かれる（Fig.

3A, D: Edmunds et al., 1976); 2）中胸背膜（MNM:

中胸背中線上の膜質部， Fig.SA 矢印）がある（Kluge,

1994); 3）前麹 MA2 は基部近くで横脈に援する（Fig.

3C, F; Edmunds and Waltz, 1996); 4）把持子は一節

よりなる（Edmundset al., 1976); 5) 3 本の尾毛は，雄

は長く雌は短い（Edmunds et al., 1976). 

次の 2 種の成虫について，新たに以下の知見が得ら

れた（Fig. 3A, B, E). 1) MNs はなしり 2) MPs は LPs

に後方で接する； 3) BS1 の縦方向の稜線はない； 4)
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BS1 と FS1 の聞には稜線様隆起はある（Fig. 3 B 矢

印， E 矢印）; 5) BS2 は平坦で幅広し，； 6)FS2 の左右

の隆起は接しない．

Brachycercus ミットゲヒメシロカゲロウ属

本属は千葉県初記録である．圏内でも 1 属 l 種のみ

が確認されている．

本科について，以下の特徴が知られている（Ed

munds et al., 1976）.成虫では， l）触角の第 2 節は第

I 節の約 3 倍ある（Fig. 3 A); 2）左右の前肢基節の間

隔は広い．幼虫では，各肢の爪は細長いという特徴が

ある．

IO. Brachycercus japonicus 

(Gose）ミットゲヒメシロカゲロウ

(Fig. 3AーC)

本種は千葉県初記録である．この種の成虫は，これ

まで知られていないので図示した（Fig. 3A-C). 

本属の成虫において前麹 Al が波状に曲がり，外縁

に接するという特徴があることが判明した（Fig. 3C 

矢印）．

被検標本. 2♂♂， 2♀♀，境大橋，利根川，関宿町三軒

家， 8. VIII. 1996. 石綿進一．

Caenis ヒメシロカゲロウ属

本科について，以下の特徴が知られている（Ed

munds et al., 1976）.成虫では， 1）触角の第 2 節は第

l 節の約 2 倍ある（Fig. 3 D); 2）左右の前肢基節の間

隔は狭い．幼虫では，各肢の爪は短く，先端で多少曲

がるという特徴がある．

Caenis sp. ヒメシロカゲロウ属の 1 種

(Fig. 3D-F) 

千葉県では，岡本川，長尾川，養老川，小橿JI ［から

報告されている（内田， 1986；倉酋， 1993；宮野ほか，

1994). 

成虫において前麹 Al が弧状に曲がり，外縁に接す

るという特徴があることが判明した（Fig. 3F 矢印）．

9N，滝／沢，猪ノ川，君津市郷台畑， 18. III. 1997. 

清水高男； IN，同左， 17. XII. 1996. 

Ephemerellidae マダラカゲロウ科

千葉県からは 6 属が確認された．

本科について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）前麹外縁の間脈はよく発達する（Fig. 3K-a); 2) 

前麹の CuP は基部で Al よりも CuA に近い（御勢，

1979b); 3）前麹の CuA は後縁の角（posterior angle) 

近辺（後縁の角が丸く弧状である場合は，そのほぼ中

間）に接する（Fig. 3K-a; Engblom, 1996); 4）杷持

子の末端の l 節は短く，その前節は長い（Fig. 3L; 

Edmunds et al., 1976）.幼虫では， 1）各腹節上の鯨は

二葉からなり，上部の鯨は葉状，下部のそれは房状で

ある（Edmundset al., 1976); 2）多くの場合，頭部，胸

部あるいは腹部に突起がある （Edmundsetal., 1976). 

成虫において，次に述べる 6 属 7 種について新たに以

下の知見が得られた． 1) MNs はある（Figs. 3G, H, 

4A); 2) MPs は LPs に接しな L 、（Figs. 3G, H, 4 A); 3) 

BS1 の縦方向の稜線様隆起があり， BS1 と FS1 の稜

線様隆起はない（Fig. 3I, J). 

Cincticostella トウヨウマダラカゲロウ属

千葉県内からは l 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1) 把持子の末端節の長さは幅の約 1.5 倍ある； 2)

陰茎の先端付近の幅は基部より広いか，あるいは狭

く，狭い場合は陰茎先端部が突出しない．幼虫では，

1）頭部の前縁，前方あるいは背面または胸部背面に突

起はない（石綿， 1987); 2）小顎の歯冠部は犬歯がな

く，一枚の変形した歯と長毛が密集する（Tshernova

1972; Kang and Yang, 1995); 3）前肢腔節先端は伸

張しない（御勢， 1980d).

11. Cincticostellα okumai (Gose) 

オオクママダラカゲロウ

本種は，千葉県では，長尾川，養老川，小橿川から

（内田， 1986；倉西， 1993；宮野ほか， 1994），千葉市

内の谷津田（倉西， 1997）からそれぞれ報告されてい

る．本種は，種名がないままに御勢 (1962）によって図

示された幼虫 Ephemerella sp. EC に相当する（御勢，

1980d). 

御勢（1980e）は，本種成虫を雄交尾器の形態上の違

から Cincticostella nigra (Ueno）クロマダラカゲロウ

と区別できるとしたが，両種の雄交尾器の形態は酷似

しており，この特徴からは区別できないことが判明し

た．ただし，これら 2 種は，それぞれの分布域や発生

時期の違いから区別することがほぼ可能である（石

綿， 1989, 2000a）.それによると本種は，神奈川県で

は山地から平地にかけて広く分布し，早春に羽化す

る．いっぽうクロマダラカゲロウは山地に限定され，

初夏に羽化する．これら 2 種の流程における分布域の

違いから推察して，クロマダラカゲロウが千葉県内に

分布する可能性は少ないと思われる．幼虫では，腿節

上に小突起が多数あることでクロマダラカゲロウから

区別できる（石綿， 2000a).

被検標本. lN，滝ノ沢，猪ノ川，君津市郷台畑， 18.

III. 1997. 清水高男．

Drunella トゲマダラカゲロウ属

種の検索

成虫
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la 把持子の第 2 節の内側はくぴれず，全体に曲が

る．陰茎は先端で広がらず，先端部の幅はその

中間のそれと較べほぽ同等（Fig. 3L). ｷｷ 

…Drunella ishiyamana ヨシノマダラカゲロウ

lb 把持子の第 2 節の中程が大きくくびれ，内側に

曲がる．陰茎は先端部で左右に大きく広がり，

先端部の幅は基部と較べ著しく広い（Fig.3M).

…Drunella kohnoi コオノマダラカゲロウ

幼虫

la 頭部前縁の中央部が凹む．後頭部に長毛の束は

ない．前肢腿節に縦方向の稜線が走る．

…Drunella ishiyamana ヨシノマダラカゲロウ

lb 頭部前縁の中央部が凹まない．後頭部に長毛の

束をもっ．前肢腿節に稜線はない．

…D問nella kohnoi コオノマダラカゲロウ

千葉県内から上記 2 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）把持子の末端節の長さは幅の 2 倍以上ある

(Fig. 3L, M); 2）把持子の第 2 節の中央付近がくびれ

大きく曲がるか，あるいは全体に曲がる（Fig.3L,M)

（石綿， 1987); 3）陰茎に刺はない．幼虫では， 1）頭部

前縁に突起をもっ（一部を除く）; 2）前肢腔節先端が

伸張し鋸状の小突起が並ぶ（一部を除く；御勢， 1980

d；石綿， 1987).

12. Drunella ishiyamana (Matsumura) 

ヨシノマダラカゲロウ

(Fig. 3G-L) 

下位シノニム： Ephemerella yoshinoensis Gose 

本種は，千葉県では，養老川 l，小橿JI Iから報告され

ている（内田， 1986；宮野ほか， 1994）.原記載（松村，

1931）は不十分な記述で， Gose (1963）の雄交尾器の

図も，おそらく乾燥気味の標本に基づ．いて作図された

ものと推定され，ともに近縁な種から区別することが

難しい．本稿で新たに雄交尾器および胸部などを図示

した（Fig. 3G-L）.図は神奈川県南足柄市酒匂川産の

標本に基づいた．

Ishiwata (2001）は，種名が確定しないまま御勢

(1962）によって幼虫で図示された種 Ephemerella sp. 

nG を本種と同一であるとし，最近まで使われていた

学名 Drunella cηρtomeria Imanishi を標記学名に変

更した．この理由は，松村 (1931）によって新種として

発表された本種のタイプ標本が， E. sp. NG の幼虫を

羽化させて得た成虫と同ーの種であり，従来から D.

cryptomeria と同定されていた種と異なることが判明

したことによる．

13. Drunella kohnoi (Allen) 

コオノマダラカゲロウ

(Fig.3M) 

本種は，千葉県では，養老川，小草畑川，小植川か

ら報告されている（内田， 1986）.図（Fig.3M）は神奈
川県南足柄市酒匂川産の標本に基づいた．

Ephacerella シリナガマダラカゲロウ属

圏内では l 属 l 種のみが確認されており，千葉県で

も確認された．以前使われていた属名 Acerella は，カ

マアシムシ目の Acerentomidae クシカマアシ科に同

じ属名が存在することから，置換名として表記の属名

が与えられた（Paclt, 1994). 

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）把持子の末端節の長さは幅と同等かわずかに長

い； 2）把持子の第 2 節の基部より 2/3 の内側が大き

く折れ曲がる； 3）陰茎には刺がない； 4）陰茎先端付近

の幅は基部よりも狭く，陰茎先端部がわずかに突出す

る（石綿， 1987）.幼虫では， 1) 小顎の歯冠部に長毛

が密集する（Tshernova 1972; Kang and Yang, 

1995); 2）前肢腔節先端が伸張しない（御勢， 1980d);

3）各肢は細長く， 爪の歯は多い (10-15 本； Allen,

1971); 4）尾毛に輪生するまばらな刺毛がある

(Allen, 1971 ). 

14. Ephacerella longicaudata (Ueno) 

シリナガマダラカゲロウ

(Fig. 4A, B) 

本種は千葉県では，小橿JIJから報告されている（内

田， 1986）.図（Fig.4A,B）は神奈川県葉山町森戸川産

の標本に基づいた．

Allen (1971）は，本種の特徴として小顎髭が 1 節か

らなっていると記述し，それを図示しているが，その

図の小顎髭は 3 節よりなっており実態と異なる．

本種の亜成虫はオオクママダラカゲロウによく似て

いるが，胸部背面の MPs 上の褐色部の長さの相違に

よって双方を区別できるという知見が得られた．シリ

ナヵーマダラカゲロウの MPs の褐色部分は後方に伸張

し MPs の長さの 1/2 以上あるが， オオクママダラカ

ゲロウのそれは MPs の長さの 1/4 から 1/3 程度であ

る（Fig. 4A). 

Ephemerella マダラカゲロウ属

千葉県からは 1 種が確認されたが，他にクシゲマダ

ラカゲロウに近縁な未記載種が存在する．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）一般に把持子の末端節の長さは幅と同等あかる

いはそれ以下である； 2）陰茎に多くの刺がある （石

綿， 1987）.幼虫では， 1) 頭部あるいは頭部および胸
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部それぞれの背面に突起がある（一部を除く；御勢，

1980e); 2）小顎の先端部は犬歯が発達し，一枚の変形

した歯はない（石綿， 1987); 3）前肢腔節先端は伸張

しない（御勢， 1980e); 4）中胸前側縁は外側に大きく

張り出さない（御勢， 1980e); 5）尾毛に短い剛毛ある

いは剛毛と長毛がある（御勢， 1980e).

15. Ephemerella setigera Bajkova 

クシゲマダラカゲロウ

本種は，千葉県では，岡本川，岩井川，養老川から

報告されている（倉西， 1993；宮野ほか， 1994).

本種はマダラカゲロウ属の他種から次の特徴によっ

て区別できる（石綿， 2000a）.成虫では，雄交尾器の

陰茎の先端が背面で広がらず，その腹面や側面に小さ

な刺がある（前方に向かう突起状の刺は背面にない）．

幼虫では，後肢腿節は比較的幅広く，後頭部に 2 対の

小隆起がある．

被検標本. 2N，関宿橋，江戸川，関宿町江戸町， 8.

VI. 1986. 石綿進一．

Torleya エラプタマダラカゲロウ属

本属は千葉県初記録であり， 1 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）把持子の末端節の長さは幅の約 1.5 倍ある； 2)

把持子の第 2 節の先端付近の内側が曲がる； 3）陰茎に

は刺がなく左右に大きく広がり，その先端にはそれぞ

れ前方および後方に鋭くとがる l 対の突起がある（石

綿， 1987）.幼虫では， 1）頭部あるいは頭部および胸

部の背面に突起がない（石綿， 1987); 2）前肢腿節の

前縁に突起はない（Edmunds, 1959); 3）腹部背面に突

起はない（Edmunds, 1959). 

16. Torleya japonica (Gose) 

エラブタマダラカゲロウ

本種は千葉県初記録である．幼虫において，尾毛に

疎らな尾毛が輪生するという特徴が知られている（御

勢， 1962).

幼虫について，新たに以下の知見が得られた. 1）小

顎に犬歯があり，その歯冠部には密集した長毛および

一枚の変形した歯はない； 2）小顎髭がない．

被検標本. lN，関宿橋，江戸川，関宿町江戸町， 14.

III. 2000. 石綿進一．

Uracanthella アカマダラカゲロウ属

千葉県からは l 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）雄成虫の前肢第 l 付節は鈎状に変形する（Fig.

4C 矢印， D); 2）陰茎の先端に複数の刺がある（Fig.

4E,F；石綿， 1987）.幼虫では， 1）頭部あるいは頭部

および胸部のそれぞれの背面に突起はない（石綿，

1987); 2）小顎には小顎髭，犬歯および一枚の変形し

た歯はなく，先端部はブラシ状の長毛が密集する（石

紘 1987); 3）前肢腔節先端は伸張しない（石綿，

1987); 4）各肢の爪には鋸状の細かな歯があり，先端

近くに大きな突起がある（Belov, 1979); 5）中胸前側

縁は外側に大きく張り出さない（石綿， 1987); 6）尾

毛にまばらで比較的長い剛毛がある（石綿， 1987).

17. Uracanthella punctisetae (Matsumura) 

アカマダラカゲロウ

(Fig. 4C F) 

下位シノニム： Ephemerella rufa Imanishi 

本種は，千葉県では，岡本川，岩井川，養老JIIから

報告されている（倉西， 1993；宮野ほか， 1994）.最近

まで使われていた学名 Uracanthella rufa は，標記学

名に変更された（Ishiwata, 2001 ）.図（Fig. 4C-F）は

神奈川県南足柄市酒匂川産の標本に基づいた．成虫に

おいて，以下の特徴が知られている. 1）把持子の基節
は不明瞭である（基節と第 2 節の境界が不鮮明， Fig.

4E; Imanishi, 1937a); 2）陰茎先端の背面は左右に突

出し，それらの先端は陰茎基部に向かつて尖る．また，

雄の付節第 l 節が鈎状に変形するという新たな知見

が得られた（Fig. 4C 矢印， D 矢印）．この特徴は本属

の他種にも認められ，その他の日本産のマダラカゲロ

ウ科においては認められない．

被検標本. 2N，滝ノ沢，猪ノ川，君津市郷台畑， 18.

III. 1997. 清水高男．

Ameletidae ヒメフタオカゲロウ科

千葉県からは I 属が確認された．

本科は，過去にフタオカゲロウ科の中のー属とされ

ていたが， McCa仔erty (1991) によって独立した科に

昇格させられた．その後， McCa百erty(1991）による

本科の概念は，雌雄交尾器，胸部形態，幼虫および卵

の表面構造などの比較研究によって，より確実なもの

になった（Kluge et al., 1995）.本稿ではそれに従い昇

格させた．本科の成虫は，後肢の付節と頚節の長さに

よってチラカゲロウ科から区別されるとされたが（御

勢， 1979b），この特徴では本科を区別できない．チラ

カゲロウ科の後肢の付節の長さは，その頚節に比較し

て明らかに短い特徴があるが，本科の成虫において，

種間や種内でそれぞれの長さに変化が認められること

が明らかになったからである．本稿の検索表では，憾

の痕跡の有無および後麹の麹脈相を区別点とする

Edmunds and Waltz (1996）の検索表を準拠した．

成虫において以下の特徴が知られている. 1) MNs 

と MLs の交点はより後方で交わる（Fig. 4G 矢印）

(Kluge et al., 1995); 2）後麹は大きく，縦脈が 5 本以

上あり， 後麹前縁突起が鋭角をなす（Edmunds and 

Waltz, 1996); 3）雄は亜生殖板に膜質部がある（Kluge
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et al., 1995). 

Ameletus ヒメフタオカゲロウ属

種の検索

成虫
la l 対の棒状の陰茎 (lateral lobe: II）は後半部が

上下に膨らみ足形を呈し，先端部は丸い；陰茎

の腹面側に鋭い陰茎側片付巴ntral titilator: vt) 

をもっ（Fig. 41, J). ｷｷ ·・ H ・ ·····Ameletus costalis 

マエグロヒメフタオカゲロウ

lb 陰茎に陰茎側片（ventral titilator: vt）はなく，

腹面側に 4-5 対の刺を有す（Fig. 40). ｷｷ 

…·· -Ameletus montanus ヒメフタオカゲロウ

幼虫

la 第 6-8 腹節腹板の後縁全体に鋸状の小突起が

並ぶ（Fig. 4K）；第 9 腹節腹板の後縁に車ljが並ぶ

(Fig 4L）.…...・H・－－…－…· ｷ A meletus cos ta/is 

マエグロヒメフタオカゲロウ

lb 第 6-8 腹節腹板の後縁に中央部を除き鋸状の

小突起が並ぶ；第 9 腹節腹板の後縁に刺がな

い. ｷｷｷAmeletus montanus ヒメフタオカゲロウ

千葉県からは上記 2 種が確認されたが，この他未記

載種が数種存在すると恩われる．次の 2 種について，

新たに以下の知見が得られた．成虫では， 1) MNs は

MPs に接しない（Fig. 4G); 2) MPs は LPs に接しない

(Fig. 4G); 3) BSl の縦方向の稜線はない（Fig. 4H); 4) 

BSl と FSl の境界は稜線様に隆起する（Fig. 4H 矢

印） ; 5) BS2 は幅広く，その後端は隆起しなし、； 6) FS 

2 の左右の隆起は接する（Fig. 4H); 7）雌の第 7 腹節の

中央部は後方に突出しない．幼虫では，最後腹節の腹

板中央部が突出する（左右の側縁突起より伸張する，

Fig. 4M, N, P). 

18. Ameletus costalis Matsumura 

マエグロヒメフタオカゲロウ

(Fig. 4G N) 

本種は，千葉県では，長尾川，養老川，小楢川，長

者川，温石川｜から報告されている（内田， l 986；倉西，

1993；宮野ほか， 1994).

本種は成虫の前肢腔節に刺のあることで Ameletus

kyotensis Imanishi キョウトヒメフタオカゲ、ロウ，

Ameletus croceus Imanishi ヨコスジヒメフタオカゲ

ロウから区別できるとされたが（御勢， 1979b），前肢

に同じ特徴を備えた近縁な未記載種が存在する．ま

た，幼虫における上唇の斑紋や大顎の犬歯の形が本属

の既知種から本種を分ける特徴とされてきたが（今

西， 1940；御勢， 1979b），いずれの特徴でも本穫を明

確に区別できないことが明らかとなった．

雄成虫においては，本属に含まれる既知種うち，交

尾器の形態によって本種を区別することは容易である

が，幼虫では次種ヒメフタオカゲロウからのみ区別が

可能である．なお，本種の雄終齢幼虫では，陰茎の先

端部 (II）に相当する部分の先が丸いとうい特徴が得ら

れた（Fig. 4N 矢印）．

被検標本. lN，滝／沢，猪ノ川，君津市郷台畑， 17.

XII. 1996. 清水高男他， l♂s, 1is. 45N，同左， 12-18.

III. 1997. 新田他. M; 1 ♂，同左， 26. III 1. IV. 1997. 

新田他. M; 1♂， l♂S, 1 ♀，同左， 2 8. IV. 1997. 新田

他. M; 1♂，同左，ト6. V. 1997. 新田他. M. 

19. Ameletus montanus Imanishi 

ヒメフタオカゲロウ

(Fig. 40, P) 

本種は千葉県初記録である．本種には近縁な未記載

種が複数存在するので，同定の際，注意が必要である．

また，幼虫における上唇の斑紋，大顎の犬歯の形が種

を区別する特徴とされてきたが（今西， 1940；御勢，

1979b），前種同様いずれの特徴も本種を明確に区別

できないことが明らかとなった．ただし，雄終齢幼虫

の場合，陰茎の先端部に相当する部位が丸く，腹面に

刺が認められる（Fig. 4P 矢印）．

被検標本. 1♂s, 3♀♀s，滝ノ沢，郷／ JI ［，君津市，郷

台畑， 9 17.IV.1997. 新田他. M; 1♂，同左， 22 29. 

IV.1997. 新田他. M. 

Baetidae コカゲロウ科

千葉県からは 6 属が確認された．御勢（1979b）は，

日本産カゲロウ目の幼虫の科の検索表で本科をフタオ

カゲロウ科（広義）およびチラカゲロウ科から区別す

る特徴として，各腹節の両端が後方に尖らないことを

あげている． しかし，ウスパコカゲロウ属， ヒメウス

パコカゲロウ属の幼虫は，各腹節の両端が後方に尖る

という特徴を持っている（Edmunds et al., 1976）.そ

のため，この特徴が科を認識する上で，常に有効とは

限らない．

本科について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）成虫胸部の MNs がない（Figs. 5B, C, 6A, B, K, 

7 A. B; Kluge, 1994); 2）陰茎は膜質よりなり，内部に

引き込み可能である（Edmunds et al., 1976）.幼虫で

は， 1）体型は小型で流線型をしている（Edmunds et 

al., 1976); 2）幼虫上唇の中央部が鋭角状に凹み，下唇

の中舌， i則舌が比較的長い（Figs. 5A, G, I, M, 7G, P; 

Edmunds et al., 1976). 

Acentrella ミジカオフタバコカゲロウ属

本属は千葉県初記録であり， l 種確認された．本属

は，過去にコカゲロウ属の亜属あるいはシノニムとし

て扱われていたが， Waltz and McCafferty (1987）に
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よって，独立した属とされたのでそれに従った．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1）成虫の中胸部背面の前縁が著しく突出する

(Kluge, 1994; Edmunds and Waltz, 1996); 2）後麹は

なく，前題外縁の間脈は 2 本ある．幼虫では，腹部背

面は鱗状の小突起で覆われないという特徴がある

(Edmunds and Waltz, 1996; Kluge, 1997). 

20. Acentrella gnom (Kluge) 

ミツオミジカオフタバコカゲロウ

(Fig. 5A) 

本種は千葉県初記録である．本種は， Acentrella

sibirica (Kazlauskas）ミジカオフタノてコカゲロウから

次の特徴によって区別できる（Tshernova et al., 

1986）.本種の成虫は，第 2-6 腹節と 7-9 II愛節の背面

がそれぞれ白色および暗褐色を呈する（ミジカオフタ

バコカゲロウはすべて褐色）．本種幼虫は，中尾糸があ

り尾毛は 3 本ある（ミジカオフタバコカゲロウは中尾

糸がな L、か合っても痕跡程度）．

石綿（2000a）の示した成虫の形態特徴は以下のとお

りである. 1）把持子の末端節の幅はその第 2 節の怖に

ほぼ等しい； 2）その末端節の長さは幅の 1.5 2.0 倍で

ある．成虫の胸部において， 3) MPs は LPs に接しな

い； 4) BS1 の縦方向の稜線はなく， BS1 と FS1 の境

界は隆起する； 5) Ps は BS2 の前縁に食い込まず，

PAB と BS2 との聞に間隙がない（Fig. 5D に酷似）；

6) BS2 は平坦で，ほぼ正方形である； 7) FS2 の左右

の隆起は援することなく，後方で大きく広がる．また，

幼虫について以下の知見が新たに得られた. 1 ）下唇髭

の第 2 節は短い（Fig. 5A); 2）各腿節基部腹面の細毛

の束（villopore）がある（Fig. 6H に酷似） ; 3）各肢爪

の先端近くの感覚毛がない．

被検標本. lN，札郷，小橿川，君津市， 15. IX. 1993, 

石綿進一．

Baetiella フタバコカゲロウ属

千葉県からは l 榎が確認された．本属は，過去に

Pseudocloeon の亜属あるいはシノニムとして扱われ

ていたが， Waltz and Mc Ca仔erty (1987）によって，

独立の属として扱われるようになった．その論文で，

Pseudocloeon に属していた日本産の 2 種は， Bae

tie/la に移された（lshiwata, in press). 

成虫および幼虫において以下の特徴が知られてい

る．成虫において， 1）前麹は横脈が暗褐色に縁どられ

る（lmanishi, 1930); 2）後麹はない．幼虫において， 1)

下唇髭の末端節はほぼ三角形である（Fig. 5G) (Waltz 

and McCa仔erty, 1987); 2）後麹の原基はあるが痕跡

程度である（Waltz and McCa仔erty, 1987）.なお，成

虫および亜成虫は，静止時には題を広げるという特徴

がある（Tshernova et al., 1986). 

21. Bαetiellαjα：panicα （lmanishi) 

フタバコカゲロウ

(Fig. 5B-G) 

下位シノニム· Baetiella nosegawaensis Gose 

本種は千葉県では，小橿）｜｜から報告されている（内

田， 1986）.図（Fig. 5B G）は図は神奈川県南足柄市酒

匂川産の標本に基ついた. Gose (1965）によって成虫

に基つ‘いて新種記載された Baetiella nosegawaensis 

Gose は，本種のシノニムとされた（lshiwata, 2001 ). 

本種に近縁な種トゲトゲフタバコカゲロウ Bae

tie/la bispinosa Gose が沖縄列島から報告されている

が， それ以外の地域ではフタバコカゲロウ属は本種 l

種のみが知られている．なお，本種の幼虫には尾毛の内

側に遊泳毛のある個体もあるので注意が必要である．

今回，成虫において以下の知見が得られた．雄成虫

の交尾器において， 1）把持子の末端節の幅はその第 2

節の幅にほぼ等しい（Fig. 5F); 2）その末端節の長さは

その幅の 2 3 倍（Fig. 5F）.成虫の胸部において， 3)

MPs は LPs に接しない（Fig. 5B, C); 4) BS1 の縦方向

の稜線はなく， BS l と FS l の境界は隆起する（Fig.

5D 矢印）; 5) Ps は BS2 の前縁に食い込まず， PAB

と BS2 との聞に間隙がない（Fig. 5D); 6) BS2 は平坦

で，前方で広がる（Fig. 5D); 7) FS2 の左右の隆起は接

することなく，後方で大きく広がる（Fig.5D）.また，

幼虫について，新たに以下の知見が得られた. 1）下唇

髭の第 2 節は長い（Fig. 5 G); 2) villopore がある

(Fig. 6H に酷似） ; 3）各肢爪の先端近くの感覚毛があ

る（Fig. 61 に酷似）．

Bαetis コカゲロウ属

千葉県では以下に示す 4 種の他に，小林（私信）が，

小林（1987）の記号で整理した幼虫 7 種 （Baetis sp. E, 

Baetis sp. F, Baetis sp. G, Baetis sp. H, Baetis sp. I, 

Baetis sp. J, Baetis sp. Q）を記録している．今後，他の

未記載種が記録される可能性があるので，本属に種の

検索は示さず，各種の特徴を記述するにとどめる．

本属の各種は，いくつかの種群に分けられていお

り，近年それらの種群について新属あるいは新亜属が

創設されているが（Waltz et al., 1994; McCafferty 

and Waltz, 1995），ここでは従来どおり（御勢， 1980b;

小林， 1987) 1 属として扱う．本属は，鱈が 7 対，尾

毛が中尾糸を加え 3 本あることでコカゲロウ科の他

属から区別されるとされた（御勢， 1980a）.しかし，

鯨が 6 対の Baetis yoshinensis Gose ヨシノコカゲロ

ウおよび尾毛が 2 本の Baetis bicaudatus Dodds フタ

オコカゲロウが存在する（小林， 1987; Ishiwata et al., 

2000）ので，これらの形質が常に有効であるとは限ら

ない
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22. Baetis chocoratus Gose 

トビイロコカゲロウ

(Fig. 5H L) 

本種は千葉県初記録である．成虫は知られていな

幼虫では以下の特徴が知られている. 1）体色はj農褐

色で背中線上に白色の縦線が走り，尾毛の中央に暗色

の帯がある（御勢， 1980a); 2）上唇の前縁にそった長

毛は 4-5 対ある（小林， 1987); 3）右大顎の犬歯は 2

本の突起に変形する（Fig. 5 H 矢印；小林， 1987); 4) 

下唇髭の第 3 節の先端は尖る（Fig. 51；小林， 1987).

また，幼虫について，新たに以下の知見が得られた．

1）本種は触角の聞が狭く，その聞が隆起する（Fig. 60 

に酷似）; 2) villopore や各肢爪の先端近くの！感覚毛が

ない； 3）第 6-7 腹節の鯨の先端が尖る（Fig. 51. K); 4) 

左右の紅側片（paraproct）の内側は後方に著しく伸長

しない（Fig. 5L). 

被検標本. lN，札郷，小橿川，君津市， 15. IX. 1993, 

石綿進一．

23. Baetis sαhoensis Gose 

サホコカゲロウ

(Fig. 5M, N) 

本種は，千葉県では，長尾川，岡本川，岩井川，養

老川，小植川（内田， 1986；倉西， 1993；宮野ほか，

1994），千葉市内の湧水流など（倉西， 1994, 1997) 

から報告されている．図（Fig. 5M, N）は神奈川県平塚

市葛川産の標本に基づいた．

成虫および幼虫において以下の特徴が知られてい

る．成虫において（御勢， 1980a, 1980b), 1 ）後麹に分

岐しない縦脈は 3 本ある； 2）第 3 縦脈が題先端に近

くに伸張し，間脈はない．幼虫において（小林，

1987), 1）上唇の前縁にそった長毛は 4 5 対ある； 2)

下唇髭の第 3 節の先端は尖らない（Fig. 5M); 3）各肢

爪の先端近くの感覚毛がない； 4）尾毛の中央に暗色の

帯がある．

今回，成虫について以下の知見が得られた．雄成虫

の交尾器において， 1）把持子の末端節の幅はその第 2

節の幅にほぼ等ししり 2）把持子の末端節の長さはその

幅の 1.0 1.5 倍．成虫の胸部において， 3)MPs は LPs

に接しな，，； 4) BS1 の縦方向の稜線はな，，； 5) BS1 

と FS1 の境界は隆起する； 6) Ps は BS2 の前縁に食

い込まず， PAB と BS2 との聞に間隙がない．また，幼

虫について，新たに以下の知見が得られた. 1）本種は

触角の聞が広く， その聞が隆起しない， 2) villopore 

がある； 3）各腹節の鯨の先端が丸い， 4）左右の旺側片

(paraproct）の内側は後方に著しく伸長しない（Fig.

5N). 

24. Bαetis thermicus Ueno 

シロハラコカゲロウ

(Fig. 6A J) 

本種は，千葉県では，養老川，小橿川，二間川，袋

倉川，温石川（内田， 1986；富野ほか， 1994），千葉市

内の湧水流など（倉西， 1994, 1997）から報告されて

いる．

本種の成虫には，前麹基部に黒斑があり，後麹の縦

脈の第 l，第 2 脈に l 本，第 2，第 3 脈に 2 本の間脈

があることが知られている（Fig. 6E；御勢， 1980b).

幼虫では以下の特徴が知られている（小林， 1987). 1) 

触角の第 2 基節に数本の刺がある（Fig. 6G 矢印）; 2) 

上唇の前縁に沿って並ぶ長刺毛は片側 12-14 本であ

る； 3）腿節に長毛列があり，各肢爪の先端近くに感覚

毛をもっ（Fig. 61 矢印）; 4）尾毛は 3 本で中央部に黒

班帯がない．

今回，成虫において以下の知見が得られた．雄成虫

の交尾器において（Fig. 6F), 1）把持子の末端節の幅

はその第 2 節の幅にほぼ等し L 、； 2）その末端節の長

さはその帽の 1.0-1.5 倍．成虫の胸部において， 3)

MPs は LPs に援しない（Fig. 6A, B); 4) BS1 の縦方向

の稜線はない（Fig. 6C); 5) BS1 と FS l の境界は隆起

する（Fig.6C 矢印， D 矢印）; 6) Ps は BS2 の前縁に食

い込まず， PAB と BS2 との聞に間隙がない（Fig.6C);

7) BS2 は後方で狭まることはない（Fig. 6C); 8) FS2 

の左右の隆起は接することなく後方で広がる（Fig.

6C）.なお，後題のそれぞれの間脈は伸張し縦脈に接

する場合も多い．また，幼虫について，新たに以下の

知見が得られた. 1）触角の聞が広く，その聞が隆起し

ない（Fig. 6G); 2) villopore がある（Fig. 6H 矢印〕；

3）各腹節の惚の先端が丸い； 4）左右の旺側片（para

proct) の内側は後方に著しく伸長しない（Fig. 6J). 

被検標本： 2♂♂s, 1 ♀s，滝／沢，猪ノ川，君津市郷台

畑， 29. XI 3XII. 1996，清水高男他； 3♂♂， 4♀♀s, lN, 

同左， 26. III-1. IV. 1997. 

25. Bαetis yoshinensis Gose 

ヨシノコカゲロウ

(Fig. 6K-P) 

本種は，千葉県では，長尾川，岡本川，養老川，小

植川（内田， l 986；倉西， 1993；宮野ほか， 1994）か

ら報告されている．

成虫および幼虫において，以下の特徴が知られてい

る．成虫では，後麹の縦脈は 3 本あり，その第 2 脈は

分岐しその聞に l 本の間脈がある（御勢， 1980a,

1980b）.幼虫では， 1）各肢爪の先端近くの感覚毛が

ない； 2）第 l 腹節の鯨はないが， 2 節以降各節に合計

6 対の鯨がある（他の種において， しばしば鯨が紛失

するが，その場合，憾のついていた場所が黒化するの
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で区別できる）; 3）尾毛に黒班帯がない（小林，

1987). 

今回，成虫について，新たに以下の知見が得られた．

雄成虫の交尾器において（Fig. 6M). I ）把持子の末端

節の幅はその第 2 節の幅にほぼ等し＇＇； 2）その末端

節の長さはその幅の 1.0 1.5 倍ある； 3）把持子聞に l

対の癌上突起を有す．成虫の胸部において， 4)MPs は

LPs に接する（Fig. 6K); 5) BS1 の縦方向の稜線はな

い（Fig. 6L); 6) BS1 と FS1 の境界はない（Fig. 6L); 

7) Ps は BS2 の前縁に食い込まず， PAB と BS2 との

聞に間隙がない（Fig. 6L); 8) BS2 は後方で狭まる

(Fig. 6L); 9) FS2 の左右の隆起は接することなく後方

で広がる（Fig.6L）.なお，後麹の間脈が不鮮明な個体

も多い．また，幼虫について，新たに以下の知見が得

られた. I）本種は触角の聞が狭く，その聞が隆起する

(Fig. 60); 2) villopore がな＇＇； 3）各腹節の鯨の先端

が丸＇＇； 4）左右の匹側片（paraproct）の内側は後方に

著しく伸長する（Fig. 6P). 

被検標本 1♀，滝ノ沢，猪ノ川，君津市郷台畑， 13

19. XI. 1996，清水高男他； 10♂♂， 2♀♀，同左， 2 8. 

IV. 1997; 1♂， l♀，同左， 9-17. IV. 1997; 2♀♀，同左，

23 30. VII. 1997; 4N，同左， 17.IX.1997.

Cloeon フタパカゲロウ属

幼虫で＝は，後麹の原基がないという特徴が知られて

いる．また，本属の幼虫は Procloeon ヒメウスバコカ

ゲロウ属によく似ているが，本属幼虫では第 10 JI変節

背面の後縁は丸く，そこにほぼ同長の小刺が並ぶこと

からヒメウスパコカゲロウ属から区別できる（Fig. 71; 

Bae and Park, 1997). 

26. Cloeon dipterum (Linnaeus) 

フタパカゲロウ

(Fig. 7 A I) 

本種は千葉県初記録である．千葉県では，過去に

Cloeon sp. フタパカゲロウ属の I 種が，多くの水域か

ら報告されているが（内田， 1986；倉西， 1993, 1994, 

1997；大木・倉西， 1994；小林・倉西， 1994；宮野ほ

か， 1994；占部ほか， 1994），これらの標本がすべて幼

虫であり，本種との比較研究ができないため，本穏と

の関係は明らかでない．

本種の成虫およひ幻J虫において以下の特徴が知られ

ている（御勢， 1980a）.成虫では， 1 ）陰茎は三角形で

その先端は尖る（Fig. 7F); 2）雌成虫の前麹前縁には褐

色の模様がある（Fig. 7E）.幼虫では， 1）腹部腹面に l

対の褐色縦条がある； 2）尾毛の中央部に褐色の帯班が

ある．

今回，成虫について，新たに以下の知見が得られた．

雄成虫の交尾器において（Fig. 7F). 1 ）把持子の末端

節の幅はその第 2 節の幅の 1/2 以下； 2）把持子の末

端節の長さはその幅の 1.0-1.5 倍． 成虫の胸部におい

て， l)MPs は LPs に接する（Fig. 7 A, B); 2) BS1 の縦

方向の稜線はない（Fig. 7C); 3) BS 1 と FS1 の境界は

ある（Fig. 7C 矢印， D 矢印） , 4) Ps は BS2 の前縁に

大きく食い込み， PAB と BS2 との聞に間隙がある

(Fig. 7 C); 5) FS 2 の左右の隆起は接することない

(Fig. 7C). 

被検標本. 2♂♂， 5♀♀，関宿橋，江戸川，関宿町江戸

町， 8. VI. 1986. 石綿進一．

Procloeon ヒメウスパコカゲロウ属

本属は千葉県初記録である．

本属の成虫の特徴は，前麹問脈が l 本で，後麹の前

縁突起が鈎状あるいは刺状であること（Fig. 7L），雄の

左右の把持子の中間部に三角形や針状の突起がないこ

と（Fig. 7M), 雌の前麹に施紋などがないことで，これ

らの特徴により，フタパカゲロウ属，ウスパコカゲロ

ウ属 Centγoptilum から区別される（Edmunds and 

Waltz, 1996）.幼虫においては，第 10 II夏節後縁が直

線的でありその両端に突出する l 対の刺があること

(Fig. 7R; Bae and Park, 1997），また下唇髭の先端が

平らである（Fig. 7P）ことによって前者から，小顎髭

の末端節がその第 2 節より短く（Fig. 70），尾毛側縁

の基部から先端にかけて剛毛が並ぶことによって後者

からそれぞれ区別される（Edmunds and Waltz, 

1996). また， 本属に近縁と考えられる日本産の属と

してウスパコカゲロウ属が報告されているが（高橋，

1929; Ueno, 1931；今西， 1940），この属の分類学的位

置は不明憾である．御勢（ 1980a）によると，ウスパコ

カゲロウ属の成虫は前麹側縁の間脈が l 本で，後麹の

前縁突起が鈎状であり，また幼虫は第 I-6 II長節の鯨が

2 葉，第 7 節のそれが単葉で，後麹の原基があること

によってコカゲロウ科の他属から区別できるとされ

る. Bae and Park (1997）は前述の特徴を備えたカゲ

ロウ数種をヒメウスパコカゲロウ属として韓国から報

告している．

Procloeon sp. ヒメウスパコカゲロウ属の 1 種

(Fig. 7J R) 

今回，本！扇の成虫について以下の知見が得られた．

1 ）雌雄の複眼は大きく，雄は複眼上部（ターバン眼）

の縦方向の長さは中胸の長さの 2/3 以上で，雌の両複

眼間の中央部は凹む（Fig. 7J); 2) MPs は LPs に後方

で接する， 3) BS1 の縦方向の稜線はない（Fig. 7K); 4) 

BS1 と FS l の境界は隆起する（Fig. 7K 矢印）; 5) Ps 

は BS2 の前縁に食い込み， PAB と BS2 との聞に間隙

がある（Fig. 7K); 6) FS2 の左右の隆起は接すること

がない（Fig. 7K); 7）後題の前縁突起は尖る（Fig. 7L); 

8）左右の担持子の中央は平坦（Fig. 7M); 9）把持子の

末端節は細く，その幅はその第 2 節の幅の 1/2 以下
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(Fig. 7M）.また，幼虫について，新たに以下の知見が

得られた. 1）小顎髭の末端節がその第 2 節より短い

(Fig. 70); 2）下唇髭の先端が平らである（Fig. 7P); 3) 

第 1-6 腹節の鯨が 2 葉，第 7 節のそれが単葉（Fig.

7N, Q); 4）第 10 腹節後縁が直線的であり， その両端

に突出する l 対の糠がある（Fig. 7R); 5）尾毛側縁の

基部から先端にかけて剛毛が並ぶ．

被検標本. 1♂， 2♀♀，滝ノ沢，猪ノ！｜｜，君津市郷台畑，

3 10. IX. 1997. 清水高男他； l♂，同左， 10 19. IX. 

1997; 5N，同左， 10 19.IX.1997;2♂♂， 2♀平（羽化，

11. IX. 2001 ）同左， 10. IX.2001. 石綿進一．

Siphlonuridae フタオカゲロウ科

千葉県からは l 属が確認された．

成虫および幼虫において以下の特徴が知られてい

る．成虫では， 1）後麹は萎縮することなく大きく，そ

の前縁突起が鈍角である（Fig. SE-b; Edmunds and 

Waltz, 1996); 2）雄の亜生殖板には膜質部はない

(Kluge et al., 1995）.幼虫では， 1）小顎の歯冠部に櫛

状の長毛列がない（Edmunds and Waltz, 1996); 2）小

顎努の末端節は第 2 節の 1/2ー2/3 である（御勢，

1979c). 

本研究により，以下のことが新たに判明した．成虫

では， 1) MNs は MPs に接する（Fig. SA, B); 2) MPs 

は LPs に援しない（Fig. SA, B); 3) BS1 の縦方向の稜

線はなし，； 4) BS1 と FS1 の境界は稜線様に隆起し明

瞭である（Fig. SC 矢印， D 矢印）; 5) BS2 は平坦で，

比較的幅広い（Fig. SC); 6) FS2 の左右の隆起は接す

る（Fig. SC）.幼虫では，旺側片（paraproct）の内側先

端に一対の刺を備える（Fig. SG, H）.これらの特徴は，

今まで知られている日本産の本科の種すべてに共通

し，なかでも幼虫における旺側片の特徴は本科をヒメ

フタオカゲロウ科およびガガンボカゲロウ科から区別

する特徴のーっといえる．

Siphlonurus フタオカゲロウ属

本属は千葉県初記録であり， l 種が確認された．

本属において以下の特徴が知られている（Ed

munds and Waltz, 1996）.成虫では， 1) MNs と MLs

との交点、において，その交点は MNs より後方に位置

する（Fig. 88 矢印； Kluge et al., 1995); 2）後麹の

MP は分岐する（Fig. SE-b）.幼虫では， 1 ）鯨は第 lー2

腹節が二葉から，他の腹節は一葉からなる， 2）第 1 2 

緩節の鯨はほぼ三角形であり，その先端は幅広い．

27. Siphlonurus binotatus Eaton 

オオフタオカゲロウ

(Fig. SA H) 

本種は千葉県初記録である．成虫の図（Fig. SA-H) 

は神奈川県葉山町森戸川産の標本に基づいた．

本種の成虫は腹部末端節の後縁が真っ直ぐであるこ

とで S（》hlonurus sanukensis Takahashi ナミフタオ

カゲロウおよび S幼hlonurus yoshinoensis Gose ヨシ

ノフタオカケ”ロウから区別された（御勢， 1979c）.し

かし，ナミフタオカゲロウにおいても腹部末端節に同

様な特徴を持っているので本種とそれを区別すること

はできない．幼虫においては，大顎の第 1 （外側の）犬

歯の内側にある突起の発達の程度によって上記 3 種

を区別できると考えられてきたが（今西， 1940；御勢，

1979c），個体変異が大きいため主主意が必要である．小

顎髭の第 2 節上の刺毛の数（御勢， 1979c）も変異が

多く，明瞭な区別点とはいいがたい．また，腹背に樹

枝状紋があることが本種を他種から区別する特徴とさ

ているが（御勢， 1979c），ナミフタオカゲロウ，ヨシ

ノフタオカゲロウにおいても同様な特徴があるのでこ

の特徴から本種を区別することはできない．幼虫にお

けるこれら 3 種の区別は非常に難しいことから，羽化

真近の個体で雄の交尾器が外から確認できる状態のも

のあるいは成虫の体色が透けて確認できる個体によっ

て区別せざるを得ない．

現状では，前述の区別法に併記された以下の特徴

（御勢， 1979c）によって本種を同属の他種から区別せ

ざるを得ない. 1）成虫の前麹前縁中央部に黒点があ

り，後麹にはない（Fig. SE-a, E-b); 2）腹部末端節は績

に大きく広がり，陰茎の中央に先端が鈎状に曲がる l

対の突起がある（Fig. SF). なお，終令幼虫について

は，雄幼虫腹部末端の陰茎に相当する突起（develop

ing penes: dp）が丸く，把持子に相当する突起（devel

oping fore巴ps: df) の内側が尖るという特徴（Fig. SG) 

カiあること治主わかった．

被検標本. lN，関宿橋，江戸川，関宿町江戸町， 14.

III. 2000. 石綿進一．

Isonychiidae チラカゲロウ科

千葉県からは 1 属が確認された．本科の成虫は，後

肢の付節の長さによってフタオカゲロウ科（広義：ヒ

メフタオカゲロウ科，ガガンボカゲロウf4を含む）か

ら区別されるとされたが（御勢， 1979b），この特徴で

は本科を区別することができない．本科は，前肢転節

と小アゴの基部に鯨の痕跡が認められることあるいは

後麹の MP は縁近くで分岐する（Fig. SK-b）ことに

よって前記ヒメフタオカゲロウ科およびフタオカゲロ

ウ科から区別される（Edmunds and Waltz, 1996）.ま

た，本科成虫の後麹が大きく（縦脈が 4 本以上），尾毛

が 2 本であるのに対し，ガガンボカゲロウ科の後遡は

萎縮してきわめて小さく（縦脈が 2-3 本），尾毛が 3

本であることによって，両者は区別できる．

本科の幼虫はヒトリガカゲロウ科に似ているが，以

下の特徴によって区別できる（Edmundset al., 1976). 

1）鯨は小顎基部，前肢基節基部，腹部にある（ヒトリ
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ガカゲロウ科は前肢基節基部にない） ; 2）腹部の第 l

鯨は側背面に位置する（ヒトリガカゲロウ科は腹面に
位置する）; 3）下唇は特殊化しない（ヒトリガカゲロ
ウ科は頭部下面を広く覆う〕．

Isonychia チラカゲロウ属

本属は， Jsonychia (Jsonychia ） チラカゲロウ亜属お

よび Isonychia (Prionoides ） シマチラカゲロウ亜属の

2 亜属に分けられ，前者は次の特徴によって後者から

区別できる（Kondratie仔 and Voshell, 1984）.成虫に

おいて， 1）陰茎には突起などの付属器官がない； 2）雄

の第 9 腹節腹版後縁，雌の亜生殖板後縁は大きく凹

む．幼虫において，前肢基部の鰐は総状であり棒状で

はない．

なお，日本には以下のチラカゲロウ以外に近縁な種

が，比較的大きな河川の中・下流域に生息するので注

意が必要である．

28. Isonychiαjα：ponica (Ulmer) 

チラカゲロウ

(Fig. 81 L) 

本種は，千葉県では，岡本川，養老川，小橿川から

報告されている（内田， 1986；倉西， 1993；宮野ほか，

1994). 

今回，成虫の胸部において以下の知見が得られた．

1) MNs がある（Fig. 81); 2) MNs と MLs との交点に

おいて，その交点は MNs より前方に位置する（Fig. 8 

I 矢印）; 3) MNs は MPs に接しない（Fig. 81); 4) MPs 

は LPs に接しない（Fig. 81); 5) BSl の縦方向の稜線

様隆起はな l'; 6) BSl と FSl の境界は稜線様隆起が

ある（Fig. SJ 左矢印） ; 7) BS2 は細く，後方で突出す

る（Fig. SJ 右矢印〕； 8)FS2 の左右の隆起は接する．

また，幼虫の中・後胸部において，それぞれの後縁中

央部が下方に突出し，先端中央部が凹むという特徴が

新たに得られた（Fig. SL 矢印）．

被検標本. 1♂， l♀，札郷，小植川，君津市， 15. IX. 

1993. 石綿進一； IN，境大橋，利根川，関宿町三軒家，

8. VI. 1986. 石綿進一； lN，同左， 14. Ill. 2000. 

Oligoneuriidae ヒトリガカゲロウ科

圏内では l 科 l 属 l 種のみが確認されており，千葉

県でも確認された．

本科成虫において，雄成虫の中肢は前・後肢より長

く，雌成虫の全肢は萎縮し機能的ではないという特徴

が知られている（Edmunds et al., 1976; Tshernova et 

al., 1986）.また，幼虫において，以下の特徴が知られ

ている． I）下唇は特殊化し頭部腹面を広く覆う（Fig.

9B; Tshernova et al., 1986); 2）前肢腔節および腿節

内側に二列の長毛列が並ぶ， 3）鯨は小顎基部および腹

部にあり，前肢基節基部にはない（Fig. 9B) (Edmunds 

et al., 1976). 

Kluge ( 1997）は，ロシアおよびその周辺地域からヒ

トリガカゲロウ科を 2 属報告している．それによる

と，幼虫の爪および鰭の形態的特徴から，日本産のヒ

トリガガゲロウ干ヰは Oligoneuriella ヒトリガカゲロウ

属に属する．

Oligoneuriella ヒトリガカゲロウ属

29. Oligoneuriella rhenanα （Imhoff) 

ヒトリガカゲロウ

(Fig. 9A, B) 

本種は，他府県を含め最近採集された記録はなく，

上野 (1950）によると本州の日本海沿岸より知られて

いるという．千葉県のレッドデータブック最重要保護

生物にリストされている（石綿， 2000b）.成虫につい

ては，検討すべき標本が採集されないため不詳であ

る．

被検標本. lN，野田橋，手lj恨川，関宿町三軒家， 8.

VI. 1986. 石綿進一．

Heptageniidae ヒラタカゲロウ科

千葉県からは 4 属が確認された．成虫の検索表にお

いて，本科から各属への検索は主に Kluge (1988）に

準拠したが， ミヤマタニガワカゲロウ属とヒメヒラタ

カゲロウ属への検索キーは Edmunds and Waltz 

(1996）に従った．

日米両地域から報告されている本科の属組成に違い

が認められるとともに，例え北米産のカゲロウと同属

であっても，その検索キーが日本産ヒラタカゲロウ科

を属レベルまで同定する際に，必ずしも有用であると

はいいがたい．いっぽう， Kluge (1988）によって提示

されたヒラタカゲロウ科の属への検索表は，両地域の

属組成が比較的類似していることや多くの同一種がそ

れぞれの地域で確認されていることなどから，検索が

容易であるといった結果が得られた．また，胸部構造

の比較において，検鏡しやすく同定作業が容易である

という実際的な側面も無視できない．なお， Kluge

(1988）は，ミヤマタニガワカゲロウ属を亜属に降格さ

せ，ヒメヒラタカゲロウ属の一亜属としたが，これに

対する反論もあり，未だ明確な結論は得られていない

(Mccafferty, 1991, 1996）.本稿では従来どおり，御

勢 (1979d), Edmunds and Waltz (1996), Ishiwata 

(2001 ）にならい， Cinygmula を属として扱い， Ed

munds and Waltz (1996）の検索表に従い，前肢付節

の特徴によって両者を区別した．

成虫において以下の特徴が知られている. 1) CuA 

および CuP 聞の間脈は 2 対（4 本） (Figs. 9D, 101) 

(Edmunds et al., 1976); 2）後肢付節は明瞭な 5 節よ

りなる（御勢， 1979b).
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Cinygmula ミヤマタニガワカゲロウ属

千葉県からは 1 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で
は， l)MNs がある（Fig. 9C; Kluge, 1988); 2) MPs は

LPs に接しない（Fig. 9C; Kluge, 1988); 3) BS1 と FS

l の聞が稜線様に隆起しない（Fig. lOG, H に酷似；

Kluge, 1988); 4) FS2 の左右の隆起は互いに接する

ことなく，その幅は下方で広がる（Fig. lOG に酷似）；

5）前趨前縁部の縁紋部（stigmatic area）は，通常編み

目状の縦横脈によって構成されていない（真っ直ぐな

縦脈によって分けられることがないか，縦脈があって

も部分的である， Fig. 9D; Edmunds and Waltz, 

1996); 6）成虫の前肢付節の第 1 節の長さは第 2 節

の長さの 1/2 以上である（Edmunds and Waltz, 

1996）.幼虫では（Kluge, 1988), 1）上唇は幅が広い

（横幅＞縦幅）; 2）小顎腹面の長毛は一列に並ぶ（Fig.

l1B に酷似）; 3）下唇中舌の先端は幅が狭い（Fig. 9 

G); 4）第 1, 7 腹節の葉状偲は他の鯨とほぼ同等で，左

右の鯨が腹面で接することはない； 5）糸状鯨は第 1 7 

腹節にないか，あるいはあっても痕跡程度である； 6)

各鯨は不動である； 7）中尾糸があり尾毛は 3 本ある；

8）尾毛は遊泳毛がない．

なお，幼虫では一般に頭部前縁の中央部がくぴれ，

小顎髭が背面から確認できるという特徴を有するとさ

れるが（Fig. 9F; Edmunds et al., 1976; Edmunds and 

Waltz, 1996), Kluge (1988）の指摘にあるように，こ

の特徴は， ヒメヒラタカゲロウ属の一部にも認められ

るので，同定の際注意が必要である．

30. Cinygmula dorsalis (lmanishi) 

セスジタニガワカゲロウ

(Fig. 9C-G) 

本種は千葉県初記録である．原記載（Imanishi,

1935）および成虫の検索（御勢， 1980e）では，いずれ

も図は描かれていないのでここに図示した（Fig. 9Cｭ

G）.図は京都府貴船川産の標本に基づいた．

本種については以下の特徴が知られている（Imani圃

shi, 1935）.成虫では， 1）雄の左右の複眼が大きく離

れる（Fig. 9C); 2）前麹前縁部の横脈が緑色に縁取られ

る； 3）交尾器が左右に分離するが不完全で中央の大

部分が接し，左右の titilator は 1ー2 対ある（Fig.9E).

幼虫（Fig. 9F）では， 1）一般に頭部から腹部の中ほど

にかけて白色の帯が走る； 2）鯨は腹節に葉状鯨のみ存

在し，糸状偲はない．なお成虫の胸部において， BS1

には縦方向の狭い稜線はないという特徴が得られた

(Fig. lOG, H lこ酷似）．

被検標本. 1♂， l♀，札郷，小橿川，君津市， 19. V. 

1989. 石綿進一； 1♂S, 3♀♀s，滝ノ沢，猪ノ川，君津市

郷台畑， 9-17. IV. 1997. 新田他. M; 1♂，同左， 22-

29. IV. 1997. 新田他. M. 

Ecdyonurus タニガワカゲロウ属

種の検索

成虫
la 頭部前縁は著しく伸張する．陰茎（Fig. 9J）は扇

形に広がり，その外側の縁は鋸様である．陰茎

の中央付近には先端が外側に曲がった突起があ
る....・H・－－…...・H・－－－－

Ecdyonurus tobiironis クロタニガワカゲロウ

lb 頭部前縁は著しく伸張しない．陰茎の形はいろ

いろであるが上記のようでない． …...・H・－－…2

2a 陰茎（Fig. 9H）は棒状に左右に細長く伸張し各

片の中央部，先端部に複数の刺がある．陰茎中

央部に 1 対の刺がある．把持子聞に 1 対の丸い

突起を有す．胸部側面に複数の黒点斑紋がな

い．腹部第 1-4 節あるいは 1-5 節の背面に黒

褐色の斑紋がある．体長 10mm 未満．

…Ecdyonurus scalaris ヒメタニガワカゲロウ

2b 陰茎は左右に伸張し各片は幅広い．陰茎中央部

に 1 対の刺がある．把持子聞に l 対の丸い突起

はない．腹部背面に上記斑紋がなく，各腹節の

後縁部が黒化する程度．胸部側面に複数の黒点

斑紋がある．体長 13-18 mm. …… 

…Ecdyonurus yoshidae シロタニガワカゲロウ

幼虫

la 頭部前縁に斑紋はない．各腹節中央部に稜線が

なし第 7 腹節の鯨は細長い（Fig.9L）.各尾毛
の基部に斑模様はない.....・H・－

Ecdyonurus tobiironis クロタニガワカゲロウ

lb 頭部前縁に 4 個の白斑紋がある．各肢腿節には

その後縁に沿って背面には長毛（Fig. lOA 右

矢印）が腹面には刺毛（Fig. lOA 左矢印）が並

ぶ．各腹節中央部に稜線がなく，第 7 腹節の鯨

は上記ほど細長くない．各尾毛の基部付近に白

色のマダラ模様がある．

Ecdyonurus yoshidae シロタニガワカゲロウ

千葉県からは上記 3 種が確認された．

本属は，成虫の陰茎の先端の聞き方の程度や形態に

よって， ヒラタカゲロウ科の他属（キハダヒラタカゲ

ロウ属， ミヤマタニガワカゲロウ属， ヒメヒラタカゲ

ロウ属）から区別されるとされたが（御勢， 1979d),

上記のような陰茎の形態によって属を区別することは

現在のところできない．これは，各属の成虫の交尾器

の記載に不明瞭な部分が多かったり，未記載種が多い

ことによる．幼虫においては，前絢背版の側縁が後方

に伸張すること，尾毛に長毛がないことによってキハ

ダヒラタカゲロウ属から区別されたが（御勢， 1979

d），キプネタニガワカゲロウ Ecdyonurus kibunensis 

Imanishi，オニヒメタニガワカゲロウ Ecdyonurus
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bajkovae Kluge など小型のタニガワカゲロウ属では

前胸背版の側縁の伸張がはっきりしないもの，あるい

は尾毛に長毛をもつものが存在することから，これら

の特徴によって区別できない（石綿進一， 2000a).

本属について，以下の特徴が知られている（Kluge,

1988）.成虫では， I) MNs はある； 2) MPs は LPs lこ

後方で援する， 3) BS l の縦方向の稜線様隆起はない

(Fig. 9[); 4) BS l と FS l の境界は稜線様に隆起する

(Fig. 9！矢印，小型のタニガワカゲロウ属において

BS1 と FS I の稜線様隆起が不明瞭な場合もある）; 5) 

FS2 の左右の隆起は互いに援することなく，その幅は

平行か上方で広がる（Fig. 9！）.幼虫では， 1 ）小顎II夏面

の長毛は不規則であり（Fig. 9K），下唇中舌の先端は

幅広い（Fig. 9M); 2）各腿節後縁に刺毛および長毛が

一列に並ぶ（Fig. lOA). 

31. Ecdyonurus scαlaris Kluge 

ヒメタニガワカゲロウ

(Fig. 9H) 

本種は千葉県初記録であるが，圏内では本州および

九州に，圏外では極東ロシアおよび韓国に分布する

(lshiwata, 2001 ）.小型 (10mm 未満）のタニガワカ

ゲロウ属は，県内において，本種以外に近縁な未記載

の種が存在するので，同定には注意が必要である．

本種の成虫は，腹部の斑紋（背面中央部に褐色の幅

広い U 字型の斑紋を有す）や雄の交尾器（左右に大き

く伸張する棒状の陰茎および把持子聞の一対の肉質突

起を有す， Fig. 9H）によってタニガワカゲロウ属の他

種から区別される（石綿， 2000a）.しかし，幼虫は知

られていない． なお，本種の成虫は BSI と FSI の閣

の稜線様隆起が不明瞭である．

被検標本. I♂， l♂s, 1 ♀s，滝／沢，猪パ｜｜，君津市郷

台畑， I 6. V. 1997. 新田他. M; I♂， 2♀♀，同左， 13-

20. V. 1997. 新田他. M.; 1♂s，同左， 25. VI 2. VIL 

1997. 新田他. M.; 1♂， l♀，同左， 22 29. X. 1997. 新

田他. M.; 1♂， 3♀♀，同左， 12ー19. XL 1997. 新田他．

M. 

32. Ecdyonurus tobiironis Takahashi 

クロタニガワカゲロウ

(Fig. 9IーL)

本種は千葉県では，小橿川，二間川から報告されて

いる（内田， 1986）.図（Fig. 9IーL）は神奈川県藤野町

相模川産の標本に基つ‘いた．

本種の成虫は雄の交尾器（Fig. 9J）によってタニガ

ワカゲロウ属の他の種から区別できる．幼虫の同定に

ついては，近縁な未記載種がいるので注意が必要であ

る．本種の幼虫の最後部の鰐が細長く（Fig.9L），また

腹部背面の中央部に縦方向の隆起がないことによって

その近縁未記載種から本種を区別できる．
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33. Ecdyonurus gοshidαe Takahashi 

シロタニガワカゲロウ

(Figs. 9M, I OA) 

本種は千葉県初記録である．利根川で確認された

が，現在までのところ房総半島から採集されていな

本種によく似た近縁種 Ecdyonurus viridis (Matsuｭ

mura）ミドリタニガワカゲロウが県内にいる可能性

があるので同定の際に注意が必要である．本種の成虫

は胸部側面に黒斑があることによって，幼虫は各腿節

の後縁に長毛列と刺毛列があり（Fig. IOA），最後II昼節

腹面が黒化していることによって，ともにミドリタニ

ガワカゲロウから区別できる（石綿， 2000a)

被検標本. 2N，関宿橋，江戸川，関宿町江戸町， 14.

III. 2000. 石綿進一．

Epeorus ヒラタカゲロウ属

種の検索

成虫
la 前週基部に黒斑がない．頭部前縁が伸張する

(Fig目 lOB, C). 

ｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ ｷ ｷ ｷEpeorus ikanonis ナミヒラタカゲロウ

lb 前麹基部に黒斑がある（Fig. IOI-a 矢印）．頭部

前縁が伸張しない． …....・ H・－－…・…・…－－…2

2a 陰茎先端部に事I］がない（Fig. IOJ).……… 

・…·Epeorus 1-nigrus マツムラヒラタカゲロウ

2b 陰茎先端部に刺がある（Fig. IOE). 

…Epeorus latifolium エルモンヒラタカゲロウ

幼虫

la 葉状惚に赤紫褐色の多数の斑点がある．頭部前

縁に 4 個の淡色紋がない．．

…Epeorus latifolium エルモンヒラタカゲロウ

lb 葉状憾に赤紫褐色の斑点がない．頭部前縁に 4

個の淡色紋があり，中央の 2 個は小さく，外側

の 2 個は大きい．

・…Epeorus ikanonis ナミヒラタカゲロウ

千葉県からは，上記の 3 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られている．成虫で

は， 1) MNs がない（Fig. I OF; Kluge, 1988); 2) MPs 

は LPs に後方で接しない（Fig. 1 OF; Kluge, 1988); 3) 

BS l の縦方向の稜線様降起はない（Fig. 10 G, H; 

Kluge, 1988); 4) BS l と FS l の境界は稜線様に隆起

しない（Fig. lOG, H; Klug巴， 1988); 5) FS2 の左右の

隆起は互いに接することなく，その幅は下方で広がる

か（Fig. lOG），あるいは平行である（中央部が丸く広

がる場合がある； Kluge, 1988); 6）雄前肢付節の第 l

節は 2 節とほぼ同長である（Edmunds and Waltz, 
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1996）.幼虫では， 1）頭部前縁および各肢腔節に長毛

列がある； 2）下唇中舌の先端の幅は狭い； 3）第 l 腹

節の糸状鯨は葉状鯨より小さい（Kluge, 1988). 

34. Epeorus ikanonis Takahashi 

ナミヒラタカゲロウ

(Fig. 1 OB-D) 

本種は，千葉県では，養老川，小楢川（内田， 1986;

宮野ほか， 1994）から報告されている．

本種の成虫は雄の交尾器（Fig. lOD）によってヒラ

タカゲロウ属の他の種から区別できる（Imanishi,

1934). ただし，過去の記載では本種陰茎腹面中央に

ある l 対の titrilator が明瞭に記載されていないの

で，同定には注意が必要である．また，頭部の前縁部

が著しく伸張する点で，本属の他種から区別できる

(Fig. 10 B, C）.本種の幼虫は Epeorus nipponicus 

(Ueno）ユミモンヒラタカゲロウに似ているが，本極

幼虫の尾毛基部に長毛列がないことによって区別でき

る（石綿， 2000a).

被検標本. 30N，滝ノ沢，猪パ I ［，君津市郷台畑， 18.

III. 1997. 清水高男； I♂s, 1 ♀ s，同左， 19 25. III. 

1997. 新田他. M; 2♀♀s，同左， 26. III I. IV. 1997. 

新田他. M. 

35. Epeorus latifolium Ueno 

エルモンヒラタカゲロウ

(Fig. !OE) 

本種は，千葉県では，長尾川，養老川，小樋川（内

田， 1986；倉西， 1993：，宮野ほか， 1994）から報告さ

れている．図（Fig. lOE）は神奈川県山北町酒匂川白石

沢産の標本に基つ．いた．本種の成虫は，雄において腹

部末端節の癌状突起があること，雌においては腹部の

末端節が直線的で凹んでいないことよって， Epeorus

napaeus Imanishi タニヒラタカゲロウから区別され

るとされた Cimanishi, 1934；御勢， 1979d）.また，

幼虫において，葉状の鯨に紫斑点を半分以上占めてい

ること（御勢， 1979d），第 9 腹節の後縁の切れ込みの

幅が広いこと（小林， 1988）によって，タニヒラタカ

ゲロウから区別されるとされた． しかし，成虫および

幼虫は上記のいずれの特徴によっても区別できないこ

とが判明した．現段階では， Imanishi ( 1934）によっ

て上記区引l点、に併記されている以下の特徴によって両

穫を区別せざるを得ない. 1）本種成虫は前麹基部に L

（あるいは Z）形の黒班を備え（Fig. 1 OI-a 矢印に酷

似），タニヒラタカゲロウが同基部に黒点班を備える；

2）本種の体長は 8-13 mm で体色は淡褐色であり，タ

ニヒラタカゲロウの体長は 14 16 mm で体色が濃褐

色である．また，タニヒラタカゲロウの羽化期は本種

と比較して早く，早春におよぶことも区別点、の一つで

ある（lmanishi, 1934）.いっぽう，本種と同様に成虫

186 

の前麹基部に L 黒班（Fig. 10I-a 矢印）を備えている

次種は，雄の交尾器の違L、から区別できる．

36. Epeorus l-nigrus Matsumura 

マツムラヒラタカゲロウ

(Fig. lOF-J) 

本種は県内で初記録であるが，北海道から九州、｜にか

けて広く分布する（lshiwata, 2001 ）.原記載（松村，

1931）の図は，不明瞭であるので胸部および雄交尾器

などを示す（Fig. IOF-J）.幼虫は不明である．

本種は成虫の前麹基部に L字状黒班（Fig. 1 OI-a 矢

印）を備えている点で前種エルモンヒラタカゲロウに

似ているが，本種が雄の交尾器の先端に刺を持たない

ことから区別できることが判明した．

被検標本． l♂， l♀，札郷，小横川，君津市， 19. V. 

1989. 石綿進一．

Heptagenia キハダヒラタカゲロウ属

千葉県からは l 種が確認された．

本属について，以下の特徴が知られているほluge,

1988）.成虫において， 1) MNs がある（Fig. lOK); 2) 

MPs は LPs に接しない（Fig. !OK, L); 3) BS1 と FSI

の聞が稜線様に隆起しその境界は明瞭である（Fig.

lOM 下矢印）．幼虫において， 1）上唇の幅は広い（横

幅＞縦幅）; 2）小顎腹面の長毛は一列に並ぶ（Fig. 11 

B); 3）下唇中舌の先端は幅が狭い（Fig. llC); 4）各肢

腿節後縁の刺毛および長毛は不規則に並ぶ（Fig. llD, 

E); 5）明瞭な糸状鯨が第 1-7 腹節にある（一部に第

1 6 腹節）; 6）各鰐は可動である； 7）尾毛に長毛を有

す．

37. Heptagenia flαva Rostock 

サトキハダヒラタカゲロウ

(Figs. lOK--0, llA E) 

本種は，千葉県では，千葉市内の湧水流から報告さ

れており（倉西， 1997），このほか圏内では北海道に，

国外ではヨーロ y バカ3 ら極東ロシアおよび中国に分布

する (Ishiwata, 200 I ）.本種は，今西（1940）が Hep

tagenia na，御勢（1962）が Heptagenia HB として，種

名が確定しないまま図示した種と一致する（lshiwata,

2001）.千葉県のレッドデータブック最重要保護生物

とされている（石綿， 2000b）.雄交尾器，幼虫の全体

図などを示す（Figs. lOK--0, llA E). 

本種は次のそれぞれの特徴によって，キハダヒラタ

カゲロウ属の他種から区別できることが判明した．成

虫は，雄交尾器の陰茎は左右に聞き，その両端に刺状

突起がある（Fig. 1 ON, 0）.亜成虫は，体色および各麹

は全体に黄色で，後麹は灰色に縁取られる．幼虫では，

頭部前縁に斑紋があり，各自恩は葉状鯨，糸状線はとも

に良く発達する（Fig. l lA）.なお，成虫の胸部におい
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て， BS1 に縦方向の狭い稜線があるという特徴が得ら

れた（Fig. lOM 上矢印）．

被検標本. 1♂， l♀， 3N，八街市小谷流， 19.V.1997.

石綿進一．

Rhithrogena ヒメヒラタカゲロウ属

本属は千葉県初記録である. Edmunds and Waltz 

(1996）の成虫の検索では，前麹縁紋部（stigmatic

area）は縦横脈が入り組み蜘妹の巣状であるとしてい

るが，一部の小型の本属の種においては，縁紋部が横

脈のみの単純な麹脈を示す場合があることが判明した

ので同定の際注意が必要である．

成虫において以下の特徴が知られている. 1) MNs 

がある（Fig. l lF; Kluge, 1988); 2) MPs は LPs に楼

しない（Fig. llF; Kluge, 1988); 3) BS1 に縦方向の狭

い稜線はない（Fig. 11 G; Kluge, 1988); 4) BS 1 と FS1

の聞が稜線様に隆起しない（Fig. llG; Kluge, 1988); 

5) FS2 の左右の隆起は互いに援することなく，その

幅は下方で広がる（Fig. llG; Kluge, 1988); 6）雄前肢

第 l 付節の長さは第 2 付節の 1/3 以下である（Edm・

unds and Waltz, 1996）.幼虫において， 1）上唇の幅

は広い（横幅＞縦幅） ; 2）小顎腹面の長毛は一列に並

ぶ（Fig. l lB に酷似）; 3）下唇中舌の先端は幅が狭い

(Fig. 9G に酷似） ' 4）第 1, 7 腹節の葉状鰍は他の鯨よ

り大きく，左右の鯨が腹面で援するか，あるいは接近

する； 5）各鯨は不動である．

Rhithrogenαsp. ヒメヒラタカゲロウ属の 1 種

(Fig. llF, G) 

標本が雌成虫のみであるため，現在までのところ種

の同定は不可能である．

被検標本. 2♀平，関宿橋，江戸川，関宿町江戸町， 8.

XL 1986. 石綿進一．
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Mayflies of Chiba Prefecture, Japan 
-Checklist, Diagnoses and Keys-

Shin-ichi Ishiwata 

Kanagawa Environmental Research Center 

I 3 39 Shinomiya, Hiratsuka, 

Kanagawa 25'1-0014, Japan 

Twelve families, 28 genera and 37 species of 

Ephemeroptera are recorded from Chiba Prefecｭ

ture, Japan. Of these, one family, 7 genera and 15 

species are reported from the area for the 白rst time. 

Brief descriptions and illustrations of the thoracic 

structure are given for th巴 genera and some selecｭ

ted species. Keys to families and genera of Japaｭ

nese Ephemeroptera, and those to species of Chiba 

Prefecture are includ巴d.
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Fig. 1. Leptophlebiidae. A-H, K, L, adults; I, J, nymphs. A C, Choroterpes altioculus, specimen from 

Obitsugawa River, Kimitsu-shi. A, pro-and meso-st巴rnum (ventral view); B, male genitalia (ventral 

view); C-a, for巴wing; C-b, hindwing. D J, Paraleptophlebia japoηica, specimen from Goudaihata, 

Kimitsu-shi. D, meso-notum (dorsal view); E, meso-notum of subimago (lateral view); F, pro-and 
meso sternum (ventral view); G, pro-and meso・st巴rnum (laterov巴ntral view); H, penes (ventral v i巴w);I,

crown of left maxilla (ventral vi巴w); J, right half of sternite 9 (ventral view). K L, Thraulus graηdis, 
specimen from Saihouzigawa River, Kyoto Prefecture. K, pro-and meso-sternum (ventral view); L, 

male genitalia (ventral view). 
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Fig. 2. L巴ptophlebiidae, Potamanthida巴， Eph emeridae, and Polymitarcyidae. F-H, J-P, adults; A-E, I, 
nymphs. A E, Thraulus gγandis, specimen from Goudaihata, Kimitsu-shi. A, nymph; B, labrum 
(dorsal view); C, abdomen (v巴ntral view); D, first gill (right side); E, 3rd gill (right sid巴） . F-I, 
Potamanthus Jo門nosus, specim巴n from Edogawa River, Sekiyado-machi. F, head and thorax (dorsal 
v i 巴w) ; G, pro-and meso-sternum (ventral v i巴w); H, base of forewing; I, apex of fore-tibia (ventral 
view). J-M, Eρhemera japonica, specimen from Goudaihata, Kimitsu-shi. J, head and thorax (dorsal 
view); K, pro-and meso-sternum (ventral view); L, pro-sternum (lateroposterior view); M, base of 
forewing. N-P, Ephoron eophilum, specim巴n from Aral王awa River, Saitama Prefecture. N, head and 
thorax (dorsal view); 0, pro and meso-sternum (ventral view); P, base of forewing. 
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千葉県のカゲロウ煩

Fig. 4. Ephemerellidae and Ameletidae. C-J, 0, adults; A, subimago; B, K-N, P, nymphs. A-B, 
Ephacerella longicaudata, specimen from Moritogawa Riv巴1, Hayama machi, Kanagawa Prefecture. A, 
meso-notum (dorsal view, subimai:;o); B, foreleg (dorsal view). C F, Uracanthella ρunctisetae. specim巴n
from Sakawagawa River, Minamiashigara-shi, Kanagawa Pref巴cture. C, male foreleg (dorsal view, 
a1 row: 1st tarsus); D, 1st tarsus of male f01 巴leg; E, male genitalia (ventral view); F, pen巴s (dorsal view). 
G-N, Ameletus costalis, specimen from Goudaihata, Kimitsu-shi. G, meso・notum (dorsal view; arrow: 
MNs curved backward m巴dially at the crossing point with MLs); H, pro-and meso・sternum (ventral 
view; arrow: transverse crest); I, penes (ventral view); J, penes (lateral view); K, abdomen, posterior 
margin of nymphal sternite 8; L, abdomen, right half of sternite 9; M, apex of abdomen ( femal巴
nymph, ventral view; p, paraprocts, arrow: medial projection of sternite 9); N, apex of abdomen (male 
nymph, ventral view; df, developing forceps; p, parap1octs). 0, P, Ameletus montanus, specimen from 
Goudaihata, Kimitsu-shi. 0, p巴n巴s (lateral vi巴w); P, apex of abdomen (male nymph, ventral view). 
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Fig. 5. Baetidae. B-F, adults; A, G-N, nymphs. A, Acentrella Eηom, specimen from Fudago, Kimitsuｭ
shi. A, labium. B-G, Baetiella japonica, specimen from Sakawagawa River, Minamiashigara-shi, 

Kanagawa Prefecture. B, head and thorax (lateral view); C, meso・notum (dorsal view); D, pro-and 
mesa-sternum (ventral view; arrow, transverse crest); E, forewing; F, male genitalia; G, labium. H-L, 
Baetis chocoratus, specimen from Fudago, Kimitsu-shi. H, mandible (arrow: modified canine); I, 

labium; J, 6th gill; K, 7th gill; L, paraprocts. M, N, Baetis sahoensis, specimen from Kuzukawa River, 
Shimokissawa, Hiratsuka-shi, Kanagawa Prefecture. M, labium; N, paraprocts. 
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ー・

J p 
Fig. 6. Ba巴tidae. A-F, K N, adults; G J, 0, P, nymphs. A J. Baetis thermicus, specimen from 

Goudaihata, Kimitsu-shi. A, meso-notum (dorsal view); B, meso-notum (lateral view); C, pro-and 
meso-sternum (ventral view); D, pro-sternum (lateroventral view; arrow, transverse crest); E, 

hindwing; F, male genitalia; G, head; H, middle femur (dorsal view; arrow, villopore); I, claw (middle 
leg, arrow: apical seta巴）； J, paraprocts. K-P, Baetis yoshinensis, specimen from Goudaihata, 
Kimitsu-shi. K, meso-notum (dorsal v iew ）； し pro- and meso sternum (ventral view); M, male genitalia; 
N, hindwing; 0, head; P, paraprocts. 
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Fig. 7. Baetidae. A F, J M, adults; G I, N R, nymphs. A I, Cloeon dipterum, specimen from Edogawa 
River, Sekiyado-machi. A, meso・notum (dorsal view); B, meso-notum (lateral view); C, pro-and 
meso sternum (ventral view; arrow, transverse crest); D, pro sternum (lateroventral view; arrow, transverse 
crest); E, female forewing; F, male genitalia; G, Labium; H, 5th gill; I, apex of abdomen (dorsal v i巴w, tergite 
10). J-R, Procloeon sp., specimen from Goudaihata, Kimitsu-sh1. J, head (front view, female); K, pro-and 
meso・sternum (ventral view, arrow: transverse c1 est); L, hind wing; M, male genitalia; N, nymph; 0, 
maxillary palp; P, labium; Q, 5th gill; R, apex of abdomen (dorsal view, tergite 10). 
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Fig. 8. Siphlonuridae and Isonychiidae. A F, I K, adults; G, H, L, nymphs. A H, Siphlonuγus 
binotatus, specimen from Moritogawa River, Hayama-machi, Kanagawa Prefecture. A, head and 
thorax (lateral view); B, meso notum (dorsal view; arrow, MNs curved backward m巴diall y at the point 
of crossing MLs); C, pro and meso sternum (ventral view; arrow, transverse crest); D, pro-and 
meso-sternum (lateral v i 巴w; arrow, transverse crest); E-a, forewing; E-b, hindwing; F, apex of 
abdomen; male (ventral view, forceps removed); G, apex of abdomen; male nymph (ventral view; 
arrows, spines; df, developing forceps; dp, developing penes; p, paraprocts); H, apex of abdomen; 
female nymph (ventral view; arrows, spines on paraprocts; p, paraprocts). I-L, lsonychia japonica, 
specimen from Fudago, Kimitsu shi. I, meso-notum (dorsal view; arrow, MNs curved forward medially 
at the point of crossing MLs); J, pro and meso sternum (lateral view; right arrow, posterior process; 
left arrow, transverse crest; gl, remnants of gill tufts); Ka, for巴wing; K-b, hindwing; L, meso sternum 
(lateral view; arrows, lobs). 
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Fig. 9. Oligoneuriidae and H巴ptageniidae. C-E. H-J. adults; A, B, F, G, K, L, nymphs. A B, 
Oligoneuriella rhenana, specimen from Tonegawa River, Sekiyado-machi. A, nymph; B, head and prothorax 
(ventral view). C-G, Cinygmula dorsalis, specimen from Kibunegawa River, Kyoto Pr巴fecture. C, head and 
thorax (dorsal view); D a, forewing; Db, hind wing; E, penes (ventral view); F, nymph; G, glossa巴 and paraglossae 
(ventral view). H, Ecdyonurus scalaris, specimen from Goudaihata, Kimitsu shi. H, penes (ventral view). I L, 
Ecdyonurus tobiironis, specimens from Sanogawa (imago) and Magino (nymph), Fujino-machi, Kanagawa 
Prefectur巴 I , pro-and mesa-sternum (ventral view; arrow, transv巴rse e r巴st ); J, penes; K, right maxilla (ventral 
view); L, apex of abdom巴n (nymph, lateral view). M, Ecdyonurus yoshidae (glossae and paraglossae, ventral view), 
specim巴n from Edogawa River, Sekiyado-machi 
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Fig. 10. Heptageniidae. B N, adults; A, nymph. A, Ecdyonurus yoshidae (apex of hindfemur, nymph), 
specimen from Edogawa River, S巴kiyado-machi. B D, Epeoγ·us ikanonis, specim巴n from Goudaihata, 
Kimitsu-shi. B, head (male); C, head (f巴male); D, penes (ventral view). E, Epeoγus latifolium (penes, 
ventral view), specimen from Shiraishizawa, Yamakita machi, Kanagawa Prefecture. F-J. Epeorus 
1-nigγus, specimen from Fudago, Kimitsu-shi. F, head and thorax (dorsal view); G, pro-and 
meso・sternum (ventral view); H, pro-and meso-st巴mum (lateral view); I-a, forewing; I-b, hindwing; J, 
penes (ventral view). K-0, Heptagenia fiava. K, head and thorax (dorsal view); L, meso-notum (lateral 
view); M, pro-and meso sternum (ventral view; upper arrow, longitudinal ridge; lower arrow, 
transverse cr巴st), N: male genitalia (ventral view); 0, penes (dorsal view). 
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Fig. 11. Heptageniidae. F, G, adults; A-E. nymphs. A-E, Heρtagenia βava, specimen from Koyaru, 
Yachimata-shi. A, nymph; B, right maxilla (ventral view); C, glossae and paraglossae; D, hindfemur 

(ventral view); E, hind margin of hindfemur. F, G, Rhithrogena sp., specim巴n from Edogawa River, 

Sekiyado-machi. F, meso-notum (lateral view); G, pro-and meso-sternum (ventral view). 
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